
『古今和歌六帖』出典未詳歌注釈稿

一

本
稿
は
、「『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
9
）
芹
〜

青
葛
―
」（『
社
会
科
学
』
第
四
十
三
巻
第
四
号
〈
通
巻
一
〇
一
号
〉、二
〇
一
四

年
二
月
）、「『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
10
）
朝
顔

〜
葵
―
」（『
社
会
科
学
』
第
四
十
四
巻
第
四
号
〈
通
巻
一
〇
五
号
〉、二
〇
一
五

年
二
月
）、「『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
11
）
酢
漿

草
〜
苔
―
」（『
社
会
科
学
』
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号
〈
通
巻
一
〇
六
号
〉、

二
〇
一
五
年
八
月
）、「『
古
今
和
歌
六
帖
』出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖（
12
）

蝉
〜
鈴
虫
―
」（『
文
化
情
報
学
』第
十
一
巻
第
一
号〈
通
巻
一
四
号
〉、二
〇
一
五

年
一
一
月
）、「『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
13
）
蛍

〜
蝶
―
」（『
社
会
科
学
』
第
四
十
七
巻
第
一
号
〈
通
巻
一
一
三
号
〉、「『
古
今

和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
14
）
木
〜
紅
葉
―
」（『
文
化
情

報
学
』
第
十
二
巻
第
二
号
〈
通
巻
一
七
号
〉、
二
〇
一
七
年
三
月
）、「『
古
今
和

歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
15
）
檀
〜
紅
梅
―
」（『
社
会
科
学
』

第
四
十
七
巻
第
二
号
﹇
通
巻
一
一
四
号
﹈、
二
〇
一
七
年
九
月
）、「『
古
今
和
歌

六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
16
）
柳
〜
橘
―
」（『
文
化
情
報
学
』

第
十
三
巻
第
一
、
二
号
合
併
号
〈
通
巻
一
八
号
〉
二
〇
一
八
年
三
月
）、「『
古

今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
17
）
椎
〜
山
萵
苣
」（『
社
会

科
学
』
第
四
十
八
巻
第
二
号
〈
通
巻
一
一
八
号
〉、
二
〇
一
八
年
八
月
）、「『
古

今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
18
）
鳥
〜
鶴
―
」（『
社
会
科

学
』
第
四
十
八
巻
第
四
号
〈
通
巻
一
二
〇
号
〉、
二
〇
一
九
年
二
月
）
の
続
編

と
し
て
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
の
「
雁
」
か
ら
「
時
鳥
」
ま
で
の
題
に

配
さ
れ
て
い
る
出
典
未
詳
歌
、
十
首
に
つ
い
て
注
釈
を
施
し
、
表
現
の
あ
り
方

を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
底
本
に
は
書
陵
部
蔵
桂
宮
本

（『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
）
を
用
い
、
江
戸
期
の
流
布
本
で
あ
る
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）版
本
を
含
め
た
九
本
の
伝
本
の
本
文
異
同
を
視
野
に
入
れ
る
。
凡

例
は
、『
社
会
科
学
』
第
四
十
三
巻
第
四
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
概

略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。
な
お
、
巻
末
に
は
、
別
出
一
覧
を
示
す
。
雁
〜
時
鳥

題
の
歌
（
四
三
五
五
〜
四
四
五
三
番
）
を
対
象
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
凡

例
も
、
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

凡　

例

一
、
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
を
用
い
る
。

二
、
校
異
は
、
漢
字
・
仮
名
の
表
記
の
違
い
や
仮
名
遣
い
の
相
違
は
原
則

と
し
て
示
さ
ず
、
語
の
異
な
り
の
み
を
示
す
が
、
和
歌
の
解
釈
上
、
重

要
と
思
わ
れ
る
表
記
の
異
同
は
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
示
す
。
諸
本
と

  《
研
究
ノ
ー
ト
》

『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿

│  

第
六
帖
（
19
）
雁
〜
時
鳥  

│

福　

田　

智　

子
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二

そ
の
略
称
は
次
の
と
お
り
。

○
永
青
文
庫
蔵
北
岡
文
庫
本　
　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
永
）

○
島
原
図
書
館
蔵
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
本　
　
　

 

略
称
（
松
）

○
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
旧
蔵
本　
　
　
　
　

 

略
称
（
和
）

○
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
羅
）

○
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
林
）

○
神
宮
文
庫
蔵
宮
崎
文
庫
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
宮
）

○
田
林
義
信
氏
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
田
）

○
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
黒
川
本 

略
称
（
黒
）

○
寛
文
九
年
版
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
寛
）

三
、
和
歌
の
引
用
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠

る
。

注
釈

四
三
五
七
（
か
り
）

【
本
文
】

あ
や
し
く
も
き
な
か
ぬ
か
り
か
し
ら
露
の
お
き
に
し
あ
さ
（
ほ
）を

ひ
さ
し

き
（
物
）

も
の
を

【
校
異
】
○
あ
さ
ほ
―
あ
さ
を
（
松
・
和
・
羅
・
林
・
田
）
あ
さ
をハ

（
朱
）

（
宮
）

秋
は
（
黒
・
寛
）

【
語
釈
】
○
あ
や
し
く
も　
「
あ
や
し
」
は
、
普
通
で
な
い
物
事
に
対
し
て
、

そ
の
原
因
、
理
由
が
は
っ
き
り
と
つ
か
め
な
い
と
き
の
奇
異
な
感
じ
を
い

う
。
い
ぶ
か
し
い
。
変
だ
。「
も
」は
詠
嘆
的
強
調
。　

○
き
な
か
ぬ　
「
来

鳴
く
」
は
、
鳥
が
来
て
鳴
く
意
。　

○
あ
さ
を　

底
本
「
あ
さ
ほ
」
を
他

の
写
本
系
本
文
に
よ
り
校
訂
し
た
（﹇
考
察
﹈
参
照
）。
麻
苧
。
ク
ワ
科
の

一
年
草
で
、
夏
に
収
穫
し
、
茎
を
干
し
て
皮
か
ら
繊
維
を
と
り
、
布
や
糸

に
す
る
。　

○
ひ
さ
し
き
も
の
を　
「
久
し
」
は
、時
が
長
く
経
っ
て
い
る

意
。

【
通
釈
】
い
ぶ
か
し
い
こ
と
に
、や
っ
て
来
て
鳴
か
な
い
雁
だ
よ
。
白
露
が

置
い
た
麻
苧
は
、
時
が
長
く
経
っ
て
い
る
の
に
。

【
他
出
】『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
四
秋
歌
上
、
三
〇
六
番

 

　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　
　

 

　
　

人
麿　
　

 

あ
や
し
く
も
な
か
ぬ
雁
か
も
し
ら
露
の
お
き
し
浅
茅
生
色
付
き
に
け

り

【
考
察
】

夏
に
刈
り
取
っ
て
干
し
た
麻
苧
の
上
に
、
白
露
が
置
い
て
秋
を
迎
え
た

と
い
う
の
に
、
渡
っ
て
来
る
雁
の
声
が
聞
こ
え
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
、

と
不
審
に
思
う
歌
と
解
し
た
。
身
近
な
景
物
に
夏
か
ら
秋
へ
の
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
た
歌
で
あ
ろ
う
。

「
あ
や
し
く
も
」
と
い
う
句
は
、『
万
葉
集
』
で
は
、
短
歌
形
式
の
場
合
、

第
三
句
に
置
か
れ
る
。「
恠
」（
巻
七
・
一
三
一
八
・
一
三
一
四
）（
巻
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三

十
一
・
二
四
〇
六
・
二
四
〇
二
）、「
恠
毛
」（
巻
七
・
一
三
七
五
・

一
三
七
一
）、「
安
夜
思
苦
毛
」（
巻
十
八
・
四
〇
九
九
・
四
〇
七
五
）
と
い

う
例
が
あ
る
他
、
西
本
願
寺
本
の
訓
で
は
、「
奇
母
」（
巻
三
・
二
四
六
・

 

二
四
五
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
勅
撰
集
初
出
は
『
後
撰
集
』
で
、『
万
葉
集
』

と
同
じ
第
三
句
の
例
も
、「
ぬ
き
と
め
ぬ
か
み
の
す
ぢ
も
て
あ
や
し
く
も
へ

に
け
る
年
の
か
ず
を
し
る
か
な
」（
後
撰
集
・
雑
三
・
一
二
〇
九
・
伊
勢
・

か
し
ら
し
ろ
か
り
け
る
女
を
見
て
）
と
い
う
歌
が
あ
る
が
、
当
該
歌
の
よ

う
に
初
句
に
位
置
す
る
例
も
、「
あ
や
し
く
も
い
と
ふ
に
は
ゆ
る
心
か
な
い

か
に
し
て
か
は
思
ひ
や
む
べ
き
」（
後
撰
集
・
恋
二
・
六
〇
八
・
よ
み
人
し

ら
ず
・
ふ
み
つ
か
は
せ
ど
も
返
事
も
せ
ざ
り
け
る
女
の
も
と
に
つ
か
は
し

け
る
）
が
あ
る
。
他
に
も
、
十
世
紀
後
半
に
は
、「
あ
や
し
く
も
し
か
の
た

ち
ど
の
見
え
ぬ
か
な
を
ぐ
ら
の
山
に
我
や
き
ぬ
ら
ん
」（
拾
遺
集
・
夏
・

一
二
八
・
平
兼
盛
・
九
条
右
大
臣
家
の
賀
の
屏
風
に
）、「
あ
や
し
く
も
わ

が
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
き
た
る
か
な
み
か
さ
の
や
ま
を
人
に
か
ら
れ
て
」（
義
孝

集
・
一
八
・
左
衛
門
督
の
命
婦
の
も
と
に
、
権
中
将
と
な
の
り
て
、
宮
の

お
は
し
た
り
と
き
き
て
や
る
）、「
あ
や
し
く
も
よ
る
の
ゆ
く
へ
を
し
ら
ぬ

か
な
け
ふ
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
は
き
け
ど
も
」（
蜻
蛉
日
記
・
上
・
八
三
・
作

者
）、「
あ
や
し
く
も
ぬ
れ
ま
さ
る
か
な
か
す
が
野
の
み
か
さ
の
山
は
さ
し

て
ゆ
け
ど
も
」（
宇
津
保
物
語
・
藤
は
ら
の
君
・
三
二
・
か
の
右
大
将
殿

〈
兼
雅
〉）
な
ど
が
、
初
句
の
例
と
し
て
見
出
さ
れ
る
が
、『
古
今
六
帖
』
に

は
当
該
歌
以
外
見
当
た
ら
な
い
。

雁
が
「
き
な
く
（
来
鳴
く
）」
と
い
う
歌
は
、『
万
葉
集
』
に
集
中
し
て

見
ら
れ
る
。「
妹
が
あ
た
り
繁
き
雁
が
ね
夕
霧
に
来
鳴
き
て
過
ぎ
ぬ
す
べ
な

き
ま
で
に
」（
巻
九
・
一
七
〇
六
・
一
七
〇
二
）、「
雁
が
ね
の
来
鳴
か
む
日

ま
で
見
つ
つ
あ
ら
む
こ
の
萩
原
に
雨
な
降
り
そ
ね
」（
巻
十
・

二
一
〇
一
・
二
〇
九
七
）、「
雁
が
ね
は
今
は
来
鳴
き
ぬ
我
が
待
ち
し
黄
葉

は
や
継
げ
待
た
ば
苦
し
も
」（
巻
十
・
二
一
八
七
・
二
一
八
三
）、「
雁
が
ね

の
来
鳴
き
し
な
へ
に
韓
衣
龍
田
の
山
は
も
み
ち
そ
め
た
り
」（
巻
十
・

二
一
九
八
・
二
一
九
四
）、「
今
朝
の
朝
明
秋
風
寒
し
遠
つ
人
雁
が
来
鳴
か

む
時
近
み
か
も
」（
巻
十
七
・
三
九
六
九
・
三
九
四
七
）
と
い
っ
た
用
例
が

あ
り
、
長
歌
に
も
、「
…
…
九
月
の　

し
ぐ
れ
の
降
れ
ば　

雁
が
ね
も　

い

ま
だ
来
鳴
か
ぬ
…
…
」（
巻
十
三
・
三
二
三
七
・
三
二
二
三
）
と
い
う
用
例

が
あ
る
。
な
お
、『
万
葉
集
』
二
一
八
七
番
は
、『
人
丸
集
』
一
二
五
番
に

も
載
る
。

秋
の
「
露
」
を
「
雁
」
の
涙
と
詠
む
の
は
、「
な
き
わ
た
る
か
り
の
涙
や

お
ち
つ
ら
む
物
思
ふ
や
ど
の
萩
の
う
へ
の
つ
ゆ
」（
古
今
集
・
秋
上
・

二
二
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
で
あ
る
が
、
秋
に
な
り
、
渡
っ

て
来
る
雁
と
露
が
置
く
の
と
紅
葉
の
時
期
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、「
雁
が
音

の
寒
き
朝
明
の
露
な
ら
し
春
日
の
山
を
も
み
た
す
も
の
は
」（
万
葉
集
・
巻

十
・
二
一
八
五
・
二
一
八
一
）
と
い
う
歌
が
詠
ま
れ
る
他
、
勅
撰
集
に
お

い
て
も
、「
い
と
は
や
も
な
き
ぬ
る
か
り
か
白
露
の
い
ろ
ど
る
木
木
も
も
み

ぢ
あ
へ
な
く
に
」（
古
今
集
・
秋
上
・
二
〇
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
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四

ず
）、「
秋
の
夜
の
つ
ゆ
を
ば
つ
ゆ
と
お
き
な
が
ら
か
り
の
涙
や
の
べ
を
そ

む
ら
む
」（
古
今
集
・
秋
下
・
二
五
八
・
壬
生
忠
岑
・
こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の

家
の
歌
合
に
よ
め
る
）、「
雁
な
き
て
寒
き
朝
の
露
な
ら
し
竜
田
の
山
を
も

み
だ
す
物
は
」（
後
撰
集
・
秋
下
・
三
七
七
・
題
し
ら
ず
・
よ
み
人
し
ら

ず
）
と
い
う
歌
が
見
え
る
（
こ
の
う
ち
『
後
撰
集
』
の
歌
は
、
先
の
万
葉

歌
の
異
伝
と
見
ら
れ
る
。）。
と
り
わ
け
『
古
今
集
』
二
〇
九
番
歌
は
、
早

く
も
雁
が
鳴
い
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
が
、
当
該
歌
は
未
だ
鳴
き
声
が
聞

か
れ
な
い
と
い
う
点
で
好
対
照
を
な
す
。
ま
た
、
秋
の
露
が
置
く
頃
に
は

雁
が
鳴
く
と
い
う
歌
も
、「
し
ら
つ
ゆ
の（
マ
マ
）

き
き
に
し
ほ
ど
の
秋
は
な
ほ
と
こ

よ
の
か
り
も
な
き
て
と
ひ
け
り
」（
村
上
天
皇
御
集
・
八
）
が
あ
る
。

「
あ
さ
を
」（
麻
苧
）
の
語
の
用
例
と
し
て
は
、
つ
と
に
『
万
葉
集
』
に
、

「
麻
苧
ら
を
を
け
に
ふ
す
さ
に
績
ま
ず
と
も
明
日
着
せ
さ
め
や
い
ざ
せ
小

床
に
」（
巻
十
四
・
三
五
〇
四
・
三
四
八
四
）」（
巻
九
・
一
八
〇
四
・

一
八
〇
〇
）
が
あ
る
が
、
和
歌
の
用
例
数
は
稀
少
で
あ
る
。
平
安
中
期
に

は
、
わ
ず
か
に
「
わ
が
ま
き
し
あ
さ
を
の
た
ね
を
け
ふ
み
れ
ば
ち
え
に
わ

か
れ
て
影
ぞ
す
ず
し
き
」（
好
忠
集
・
一
三
六
・
五
月
中
）
を
見
出
す
の
み

で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
箇
所
に
は
『
好
忠
集
』
諸
本
に
よ
り
異
同
が
あ
っ

て
、
本
文
と
し
て
は
不
安
定
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、「
た
つ
ひ
よ
り
し
づ
の

あ
さ
を
も
ひ
た
す
め
り
む
す
ぶ
い
づ
み
の
み
づ
の
な
が
れ
に
」（
為
忠
家
初

度
百
首
・
二
八
八
・
泉
辺
初
秋
）、「
た
ご
の
き
る
あ
さ
を
の
こ
ろ
も
ぬ
れ

な
が
ら
ほ
す
ひ
ま
も
な
き
さ
み
だ
れ
の
そ
ら
」（
肥
後
集
・
六
七
・
さ
み
だ

れ
）
と
い
っ
た
例
が
か
ろ
う
じ
て
指
摘
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

一
方
、
底
本
「
あ
さ
ほ
」
を
、「
さ
」
と
「
き
」
の
誤
写
と
見
て
「
あ
き

ほ
」
と
校
訂
し
た
場
合
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
す
る
と
、
わ
ず
か
一
例

な
が
ら
、「
い
つ
の
ま
に
秋
穂
た
る
ら
む
草
と
見
し
ほ
ど
い
く
か
と
も
へ
だ

た
ら
な
く
に
」（
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
・
九
一
・
右
、
新
撰
万
葉
集
・
巻
之

下
・
三
三
七
・
秋
歌
二
十
七
首
・
下
句
「
程ホ
ド
イ
ク
バ
ク
モ

幾
裳　

未イ
マ
ダ
ヘ
ナ
ク
ニ

歴
無
国
」）
と
い
う

「
秋
穂
」（
秋
の
実
っ
た
稲
穂
）
の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
露
が
稲
に
置
く

と
い
う
例
も
、「
し
ら
つ
ゆ
の
お
く
て
の
い
ね
も
か
り
て
け
り
あ
き
は
て
が

た
に
な
り
や
し
ぬ
ら
ん
」（
頼
基
集
・
四
・
寛
平
の
御
と
き
の
屏
風
の
歌
）、

「
し
ら
露
の
お
く
て
の
い
ね
も
い
で
に
け
り
か
り
く
る
か
ぜ
は
む
べ
も
ふ

き
け
り
」（
重
之
集
・
二
七
四
・
秋
廿
）
と
い
っ
た
歌
が
あ
る
。
と
く
に

『
重
之
集
』
の
例
は
、稲
に
露
が
置
い
た
情
景
と
来
る
雁
と
を
結
び
付
け
る

秋
の
季
節
感
が
、
当
該
歌
と
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
類
型
を
も
つ
「
秋
穂
」
本
文
よ

り
も
、
日
常
生
活
に
お
け
る
粗
末
な
衣
の
素
材
で
、
和
歌
の
用
例
数
も
ご

く
少
数
の
「
麻
苧
」
本
文
の
ほ
う
が
、
む
し
ろ
本
来
的
で
は
な
い
か
と
考

え
た
。
後
考
を
俟
つ
。
な
お
、﹇
他
出
﹈
と
し
て
挙
げ
た
『
続
後
拾
遺
集
』

所
収
の
人
麿
歌
の
「
浅
茅
（
生
）」
も
、「（
白
）
露
」
と
の
組
み
合
わ
せ
の

例
は
多
く
、
や
は
り
表
現
類
型
に
引
か
れ
た
異
伝
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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五

四
三
六
二
（
か
り
）

【
本
文
】

か
り
が
ね
の
た
か
く
名
の
り
し
み
な
れ
ど
も
秋
の
こ
ゑ
と
ぞ
人
は
い
ひ
て

し【
校
異
】
な
し

【
語
釈
】
○
か
り
が
ね　

雁
の
鳴
く
声
。　

◯
た
か
く
名
の
り
し　
「
た
か

く
名
の
る
」
は
、
雁
が
甲
高
く
鳴
き
声
を
た
て
る
意
に
、
高
い
名
声
を
得

る
（
立
派
だ
、
優
れ
て
い
る
と
い
っ
た
世
間
的
評
価
を
得
る
）
意
を
重
ね

る
。「
し
」
は
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
。　

○
秋
の
こ
ゑ　

秋
と

い
う
季
節
に
自
然
が
も
た
ら
す
、
も
の
さ
び
し
い
情
趣
を
感
じ
さ
せ
る
物

音
・
気
配
。
漢
詩
文
由
来
の
語
。「
触
石
秋
声
如
読
誦
」（
和
紀
処
士
題
新

泉
之
二
絶
詩『
菅
家
後
集
』）。﹇
考
察
﹈参
照
。　

◯
人
は
い
ひ
て
し　
「
人
」

は
世
間
の
人
。「
て
」
は
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
の
連
用
形
。「
し
」
は
過

去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
で
、
係
助
詞
「
ぞ
」
の
結
び
。

【
通
釈
】
雁
の
甲
高
く
鳴
く
声
の
よ
う
に
、高
い
名
声
を
得
て
い
た
我
が
身

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
秋
の
も
の
さ
び
し
い
物
音
だ
と
、
世
間
の
人

は
確
か
に
言
っ
た
こ
と
だ
よ
。　

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

か
つ
て
の
自
分
の
名
声
も
、
世
間
で
は
、
雁
の
声
と
同
じ
よ
う
に
、
秋

の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
さ
び
し
い
物
音
ほ
ど
の
も
の
で
し
か
な
い
、

と
い
う
人
生
の
さ
び
し
さ
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
ろ
う
。

「
か
り
」
が
「
な
の
る
」
例
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
す
る
か
ぎ
り
、

当
該
歌
以
前
の
歌
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
院
政
期
か
ら
平
安
末
期
に
か
け

て
散
見
さ
れ
る
。「
雲
が
く
れ
名
の
り
を
し
つ
つ
ゆ
く
雁
の
名
残
恋
し
き
秋

の
空
か
な
」（
堀
河
百
首
・
六
九
七
・
師
時
・
秋
廿
首
）
の
他
、『
為
忠
家

初
度
百
首
』
に
、「
な
の
り
し
て
ふ
る
さ
と
へ
行
く
か
り
が
ね
を
な
ど
か
と

ど
め
ぬ
す
ま
の
せ
き
も
り
」（
八
九
・
盛
忠
・
関
路
帰
雁
）、「
あ
し
が
ら
の

せ
き
を
も
し
ら
ず
ね
た
げ
に
も
な
の
り
ち
ら
し
て
か
へ
る
か
り
が
ね
」

（
九
〇
・
頼
政
・
関
路
帰
雁
）、「
い
そ
ぎ
つ
つ
こ
ま
う
ち
む
る
る
た
そ
か
れ

に
雲
ゐ
ば
か
り
に
な
の
る
か
り
が
ね
」（
三
五
二
・
為
盛
・
羈
旅
雁
）
の
三

首
の
歌
が
見
え
、
ま
た
、「
ゆ
ふ
や
み
に
は
ね
う
ち
か
は
し
と
ぶ
か
り
も
な

の
れ
ば
そ
ら
に
か
ず
ぞ
し
ら
る
る
」（
教
長
集
・
三
八
〇
・
秋
／
雁
行
知

声
）、「
さ
も
こ
そ
は
た
そ
か
れ
ど
き
と
い
ひ
な
が
ら
お
の
が
お
の
お
の
な

の
る
か
り
が
ね
」（
有
房
集
・
一
四
七
・
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
か
り
の
こ
ゑ
）、「
た

ま
づ
さ
の
う
ら
ひ
き
か
へ
す
こ
こ
ち
し
て
雲
の
あ
な
た
に
な
の
る
か
り
が

ね
」（
長
明
集
・
二
九
・
雁
声
遠
聞
）、「
か
へ
る
さ
に
な
の
る
ば
か
り
を
な

さ
け
に
て
た
の
む
の
雁
も
遠
ざ
か
る
な
り
」（
御
室
五
十
首
・
一
一
・
御
詠

〈
守
覚
法
親
王
〉・
春
十
二
首
）
と
い
っ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
高
く
名
の
る
」
と
い
う
表
現
の
類
例
に
は
、「
朝
倉
や
と
は
ぬ
に
な
の

る
ほ
と
と
ぎ
す
木
の
丸
ど
の
の
名
を
た
か
し
と
や
」（
久
安
百
首
・
六
二
五
・

尾
張
守
親
隆
朝
臣
・
夏
十
首
）、「
五
月
雨
の
ふ
る
の
神
杉
す
ぎ
が
て
に
こ
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だ
か
く
な
の
る
郭
公
か
な
」（
拾
遺
愚
草
・
下
・
二
二
一
三
・
建
仁
二
年
三

月
、
六
首
め
さ
れ
し
、
夏
歌
）、「
し
の
び
ね
は
ひ
き
の
や
つ
な
る
時
鳥
く

も
ゐ
に
た
か
く
い
つ
か
な
の
ら
ん
」（
十
六
夜
日
記
・
一
〇
一
・
作
者
）
な

ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
時
鳥
を
詠
ん
だ
後
世
の
例
で
あ
る
。

「
秋
の
こ
ゑ
」
と
い
う
語
句
は
、﹇
語
釈
﹈
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
漢
詩

由
来
と
見
ら
れ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
、「
潯し
ん
や
う
の
え
の
い
ろ
は
う
し
ほ
そ
ひ
み
て
り

陽
江
色
潮
添
満　

彭は
う
れ
い
の蠡

秋あ
き
の
こ
ゑ
は
か
り
ひ
き
き
た
る

声
雁
引
来
」（
上
・
三
一
八
・
劉
禹
錫
・
雁
付
帰
雁
）、「
煙え

ん
え
ふ
も
う
ろ
う
と
し
て
よ
る
の
い
ろ
を
を
か
す

葉
蒙
籠
侵
夜
色

　

風ふ
し
せ
う
さ
つ
と
し
て
あ
き
の
こ
ゑ
に
な
ん
な
む
と
す

枝
蕭
颯
欲
秋
声
」（
下
・
四
三
〇
・
白
・
竹
）、「
陰い

ん
し
ん
た
る
こ
り
う
そ
く
わ
い

森
古
柳
疎
槐

　

春は
る
は
る
の
い
ろ
な
し

無
春
色　

獲く
わ
く
ら
く
た
る
く
ゐ
よ
う
く
わ
い
う

落
危
牖
壊
宇　

秋あ
き
あ
き
の
こ
ゑ
あ
り

有
秋
声
」（
下
・
五
三
〇
・
連
昌
宮

賦
・
故
宮
付
破
宅
）、「
紅こ

う
え
い
く
わ
う
ら
く
す

栄
黄
落　

一い
つ
し
う
の
は
る
の
い
ろ
あ
き
の
こ
ゑ

樹
之
春
色
秋
声　

結し
う
を
む
す
び
か
む
ざ
し
を
ぬ
き
い
づ

綬
抽
簪　

一い
つ
し
ん
の
さ
か
ん
な
る
こ
こ
ろ
お
い
た
る
お
も
ひ

身
之
壮
心
老
思
」（
下
・
七
二
六
・
菅
三
品
・
老
人
）
の
四
例
が
見
い
だ

さ
れ
る
。
和
歌
で
は
当
該
歌
が
ご
く
初
期
の
用
例
と
見
ら
れ
る
。
勅
撰
集

に
お
い
て
は
、「
ま
ぶ
し
さ
す
し
づ
を
の
み
に
も
た
へ
か
ね
て
は
と
ふ
く
秋

の
こ
ゑ
た
て
つ
な
り
」（
千
載
集
・
恋
四
・
八
四
八
・
藤
原
仲
実
朝
臣
・
堀

河
院
御
時
、
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
恋
の
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
）
が

初
出
で
あ
り
、
八
代
集
中
に
は
、
他
に
、「
い
す
ず
河
そ
ら
や
ま
だ
き
に
秋

の
こ
ゑ
し
た
つ
い
は
ね
の
松
の
ゆ
ふ
か
ぜ
」（
新
古
今
集
・
神
祇
・

一
八
八
五
・
大
中
臣
明
親
・
社
頭
納
涼
と
い
ふ
こ
と
を
）
を
見
出
す
の
み

で
あ
る
。

四
三
八
二
（
か
り
）

【
本
文
】

月
見
れ
ば
わ
れ
て
ぞ
人
の
こ
ひ
し
き
に
い
と（
ゝ
）ど雲

ゐ
に
鳴（

・
）きわ

た
る
か
り

【
校
異
】
○
わ
れ
て
そ
人
の
―
わ
れ
て
も〻そ

人
の
（
林
）
わ
れ
て
そも

（
朱
）

人
の
（
宮
）

わ
れ
て
も
人
の
（
黒
・
寛
）　

○
鳴
わ
た
る
か
り
―
鳴
わ
た
る
也
（
寛
）　

※

永
青
文
庫
本
の
本
文
は
片
仮
名
小
書
き
。

【
語
釈
】
○
わ
れ
て
ぞ
人
の
こ
ひ
し
き
に　
「
わ
れ
て
」
は
、「
思
い
余
っ

て
」
の
意
。
係
助
詞
「
ぞ
」
は
形
容
詞
「
こ
ひ
（
恋
）
し
」
の
連
体
形
「
こ

ひ
し
き
」
で
結
ぶ
。「
の
」
は
主
格
。「
に
」
は
逆
接
。　

◯
い
と
ど　

ま

す
ま
す
。「
鳴
き
わ
た
る
」に
掛
か
る
。　

◯
雲
ゐ　

雲
の
あ
る
所
。
大
空
。

【
通
釈
】
月
を
見
る
と
、
思
い
余
っ
て
あ
の
人
が
恋
し
い
の
に
、
ま
す
ま
す

大
空
を
（
恋
し
さ
を
か
き
立
て
る
よ
う
に
）
鳴
い
て
渡
る
雁
だ
よ
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

月
を
見
て
か
き
立
て
ら
れ
た
恋
情
を
い
っ
そ
う
か
き
立
て
る
も
の
は
、

大
空
を
鳴
い
て
渡
っ
て
い
く
雁
で
あ
る
。
大
空
を
「
鳴
き
渡
る
」
雁
に
、恋

し
さ
に
「
泣
き
渡
る
」（
泣
き
続
け
る
）
自
分
を
重
ね
た
歌
で
あ
る
。

当
該
歌
は
、「
月
」
と
「
雁
」
と
を
と
も
に
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
組
み
合

わ
せ
は
、『
古
今
集
』
秋
上
に
並
ん
で
収
め
ら
れ
て
い
る
二
首
の
歌
、「
白

雲
に
は
ね
う
ち
か
は
し
と
ぶ
か
り
の
か
ず
さ
へ
見
ゆ
る
秋
の
よ
の
月
」

（
一
九
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）、「
さ
夜
な
か
と
夜
は
ふ
け
ぬ
ら
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七

し
か
り
が
ね
の
き
こ
ゆ
る
そ
ら
に
月
わ
た
る
見
ゆ
」（
一
九
二
・
よ
み
人
し

ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
に
見
ら
れ
る
。
ま
ず
こ
の
よ
う
な
秋
の
情
景
が
、
当

該
歌
の
背
景
と
し
て
想
定
さ
れ
よ
う
。

「
月
見
れ
ば
ち
ぢ
に
物
こ
そ
か
な
し
け
れ
わ
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ

ら
ね
ど
」（
古
今
集
・
秋
上
・
一
九
三
・
大
江
千
里
・
こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の

家
の
歌
合
に
よ
め
る
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
月
は
、
秋
の
も
の
悲
し

さ
を
誘
う
も
の
で
あ
る
が
、「
君
を
の
み
お
き
ふ
し
ま
ち
の
月
見
れ
ば
う
き

人
し
も
ぞ
恋
し
か
り
け
る
」（
古
今
六
帖
・
第
一
・
三
六
三
・
あ
り
あ
け
）、

「
ね
ざ
め
し
て
ひ
と
り
有
明
の
月
み
れ
ば
む
か
し
み
な
れ
し
人
ぞ
恋
し
き
」

（
和
泉
式
部
集
・
二
五
四
・
ま
さ
み
ち
の
少
将
、
あ
り
明
の
月
を
み
て
お
ぼ

し
い
づ
る
な
る
べ
し
）
と
い
っ
た
恋
情
を
か
き
立
て
る
も
の
と
し
て
も
詠

ま
れ
る
。

ま
た
、「
月
」
と
「
わ
れ
て
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、「
よ
ひ
の
ま
に
い

で
て
い
り
ぬ
る
み
か
月
の
わ
れ
て
物
思
ふ
こ
ろ
に
も
あ
る
か
な
」（
古
今

集
・
雑
体
・
一
〇
五
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）、「
い
ら
ぬ
ま
に

こ
む
と
い
ひ
し
か
ば
こ
よ
ひ
こ
そ
わ
れ
て
を
し
け
れ
な
つ
の
よ
の
つ
き
」

（
躬
恒
集
・
一
〇
九
・
な
つ
）、「
三
日
月
の
わ
れ
て
は
人
を
思
ふ
と
も
よ
に

二
た
び
は
出
づ
る
も
の
か
は
」（
古
今
六
帖
・
第
一
・
三
五
四
・
み
か
月
）

な
ど
の
用
例
に
見
ら
れ
る
。
多
く
は
「
三
日
月
」
か
ら
の
連
想
で
あ
る
。

「
鳴
き
わ
た
る
」「
か
り
」
は
、
つ
と
に
『
万
葉
集
』
に
、「
誰
聞
き
つ
こ

ゆ
鳴
き
渡
る
雁
が
ね
の
つ
ま
呼
ぶ
声
の
と
も
し
く
も
あ
る
を
」（
巻
八
・

一
五
六
六
・
一
五
六
二
・
巫
部
麻
蘇
娘
子
が
雁
が
ね
の
歌
一
首
）
と
い
う
、

雁
が
妻
を
呼
ん
で
鳴
く
と
詠
ん
だ
例
が
あ
る
。
勅
撰
集
に
お
い
て
は
、『
古

今
集
』
に
、「
な
き
わ
た
る
か
り
の
涙
や
お
ち
つ
ら
む
物
思
ふ
や
ど
の
萩
の

う
へ
の
つ
ゆ
」（
秋
上
・
二
二
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）、「
人
を

思
ふ
心
は
か
り
に
あ
ら
ね
ど
も
く
も
ゐ
に
の
み
も
な
き
わ
た
る
か
な
」（
恋

二
・
五
八
五
・
ふ
か
や
ぶ
・
題
し
ら
ず
）
と
い
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
と

く
に
『
古
今
集
』
五
八
五
番
歌
は
、
鳴
き
渡
る
雁
に
恋
す
る
自
分
を
重
ね

て
お
り
、
そ
の
点
で
当
該
歌
も
同
様
の
発
想
で
あ
る
。

「
い
と
ど
」「
鳴
き
わ
た
る
」「
か
り
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、『
古
今
六
帖
』

と
同
時
代
に
は
、「
い
と
ど
し
く
」
の
か
た
ち
で
、「
と
ど
ま
ら
ぬ
は
る
を

を
し
む
に
い
と
ど
し
く
か
へ
る
か
り
さ
へ
な
き
わ
た
る
ら
ん
」（
中
務
集
・

一
八
・
春
を
を
し
む
ま
に
、
か
へ
る
か
り
な
く
、
書
陵
部
本
中
務
集
・

三
九
・
花
を
し
む
、
か
へ（
マ
マ
）る

・「
花
を
を
し
む
に
」「
な
き
わ
た
る
か
な
」）

と
い
う
、
春
の
帰
雁
を
詠
ん
だ
例
が
あ
る
。

四
四
〇
〇
（
う
ぐ
ひ
す
）

【
本
文
】

は
る
な
が
ら
こ（
ゝ
）ころ

も
ゆ
か
ぬ
う
ぐ
ひ
す
は
は
な
を
み
な
が
ら
ね
を
の
み

ぞ
鳴
く（

・
）　

【
校
異
】
○
う
く
ひ
す
は
―
う
く
ひ
す
の〻は

【
語
釈
】
○
こ
こ
ろ
も
ゆ
か
ぬ　
「
心
行
く
」
は
、
念
願
が
叶
っ
て
心
が
晴
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八

れ
晴
れ
す
る
。　

◯
う
ぐ
ひ
す　

春
の
到
来
を
告
げ
る
鳥
。「
春
告
げ
鳥
」

の
異
名
を
も
つ
。「
憂
く
」を
響
か
せ
る
。　

◯
は
な　

梅
の
花
。　

◯
み

な
が
ら　
「
皆
が
ら
」（
こ
と
ご
と
く
。
残
ら
ず
。
す
べ
て
）
と
「
見
な
が

ら
」
と
を
掛
け
る
。

【
通
釈
】
春
な
の
に
、
心
が
晴
れ
な
い
鴬
は
、
梅
の
花
を
残
ら
ず
見
な
が
ら
、

ひ
た
す
ら
声
を
上
げ
て
鳴
い
て
い
る
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

鴬
が
梅
の
花
の
咲
く
枝
を
さ
か
ん
に
飛
び
ま
わ
っ
て
「
鳴
く
」
情
景
を
、

時
季
を
得
て
も
心
が
晴
れ
ず
に
「
泣
く
」
と
捉
え
た
歌
で
あ
る
。
発
想
の

根
底
に
は
、「
心
か
ら
花
の
し
づ
く
に
そ
ほ
ち
つ
つ
う
く
ひ
ず
と
の
み
鳥
の

な
く
ら
む
」（
古
今
集
・
物
名
・
四
二
二
・
藤
原
と
し
ゆ
き
の
朝
臣
・
う
ぐ

ひ
す
）
が
あ
ろ
う
。

「
は
る
な
が
ら
」（
春
で
あ
る
の
に
）
と
い
う
句
は
、「
桜
ち
る
花
の
所
は

春
な
が
ら
雪
ぞ
ふ
り
つ
つ
き
え
が
て
に
す
る
」（
古
今
集
・
春
下
・
七
五
・

そ
う
く
法
師
・
雲
林
院
に
て
さ
く
ら
の
花
の
ち
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
）、

「
ち
る
花
を
と
づ
る
か
す
み
は
は
る
な
が
ら
に
し
の
山
べ
も
も
み
ぢ
す
ら

し
も
」（
斎
宮
女
御
集
・
二
五
〇
・
や
よ
ひ
ば
か
り
に
、
あ
め
ふ
る
日
、
か

つ
ら
の
も
み
ぢ
人
の
も
て
ま
ゐ
れ
り
／
御
か
へ
り
）
な
ど
が
あ
る
が
、「
年

の
う
ち
は
み
な
春
な
が
ら
は
て
な
な
む
花
を
見
て
だ
に
心
や
る
べ
く
」（
寛

平
御
時
后
宮
歌
合
・
一
四
・
右
）
の
よ
う
に
、「
春
の
ま
ま
で
」
の
意
の
用

例
の
方
が
多
い
。

当
該
歌
で
は
、
鴬
が
花
を
見
な
が
ら
も
心
が
晴
れ
な
い
で
い
る
と
詠
む

が
、『
万
葉
集
』
に
は
、「
我
が
や
ど
に　

花
そ
咲
き
た
る　

そ
を
見
れ
ど　

心
も
行
か
ず
…
…
」（
巻
三
・
四
六
九
・
四
六
六
）
と
い
う
長
歌
が
あ
る
。

亡
き
妻
を
偲
ぶ
家
持
の
歌
で
あ
る
が
、
通
常
、
花
を
見
る
と
心
が
晴
れ
る

と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
そ
れ
で
も
心
が
ふ
さ
い
だ
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
詠
歌

の
視
点
が
、
両
者
で
共
通
し
て
い
よ
う
。

「
…
…
を
み
な
が
ら
」
と
い
う
句
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
す
る
か

ぎ
り
、当
該
歌
が
ご
く
初
期
の
例
と
見
ら
れ
る
。「
山
ざ
く
ら
え
だ
き
る
風

の
名
残
な
く
花
を
み
な
が
ら
我
が
物
に
す
る
」（
夫
木
抄
・
一
四
五
七
・
西

行
上
人
・
家
集
、
風
前
落
花
と
い
ふ
事
を
）、「
ち
り
の
こ
る
花
を
み
な
が

ら
夏
衣
心
を
か
へ
て
風
を
ま
つ
ら
ん
」（
宝
治
百
首
・
八
二
〇
・
蓮
性
・
夏

十
首
）、「
さ
き
そ
む
る
一
も
と
ゆ
ゑ
に
山
の
は
の
雲
を
み
な
が
ら
花
か
と

ぞ
み
る
」（
新
続
古
今
集
・
春
上
・
一
一
四
・
前
大
僧
正
義
運
・
百
首
歌
た

て
ま
つ
り
し
時
、
初
花
）
な
ど
の
例
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
後
世
の
歌
で

あ
る
。

鳥
に
つ
い
て
「
ね
を
の
み
ぞ
鳴
く
」
と
詠
ん
だ
歌
に
は
、「
あ
し
ひ
き
の

山
郭
公
を
り
は
へ
て
た
れ
か
ま
さ
る
と
ね
を
の
み
ぞ
な
く
」（
古
今
集
・

夏
・
一
五
〇
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
を
は
じ
め
と
す
る
時
鳥
の

他
、
葦
田
鶴
、
山
鳥
な
ど
の
用
例
が
あ
る
が
、
鴬
の
例
は
意
外
と
少
な
く
、

「
や
ま
ざ
と
も
う
き
世
の
な
か
を
は
な
れ
ね
ば
た
に
の
う
ぐ
ひ
す
ね
を
の
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九

み
ぞ
な
く
」（
金
葉
集
二
度
本
・
雑
上
・
五
一
七
・
摂
政
左
大
臣
・
山
家
鶯

と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
）、「
ふ
か
く
さ
の
谷
の
う
ぐ
ひ
す
春
ご
と
に
あ

は
れ
む
か
し
と
音
を
の
み
ぞ
な
く
」（
金
槐
和
歌
集
〈
実
朝
〉・
春
・
一
三
・

鶯
）
な
ど
、「
谷
の
鴬
」
と
い
う
語
句
で
人
事
と
重
ね
る
後
世
の
歌
が
散
見

さ
れ
る
。

四
四
〇
四
（
う
ぐ
ひ
す
）

【
本
文
】

わ
が
や
ど
に
き
ゐ
る
う
ぐ
ひ
す
は
ね
よ（
は
）わみ

と
は
ぬ
は
つ
ら
き
物
に
ぞ

有（
・
）りけ

る

【
校
異
】
○
は
ね
よ
は
み
―
よ羽

を
（
朱
）

は
み
（
宮
）
羽
を
よ
わ
み
（
黒
）
羽
を
よ
は

み
（
寛
）

【
語
釈
】○
き
ゐ
る　

来
て
そ
こ
に
じ
っ
と
し
て
い
る
。
来
て
止
ま
っ
て
い

る
。　

◯
は
ね
よ
わ
み　

羽
が
弱
い
の
で
。
鴬
の
不
安
定
な
飛
び
方
を
、羽

の
飛
ぶ
力
が
弱
い
と
見
た
表
現
か
。「
…
…
を
…
…
み
」
は
ミ
語
法
。
原

因
・
理
由
を
表
す
。
第
三
句
ま
で
「
と
は
ぬ
」
を
導
く
序
詞
。　

◯
と
は

ぬ　
「
飛
ば
ぬ
」
に
「
訪
は
ぬ
」
を
掛
け
る
。

【
通
釈
】
私
の
家
の
庭
に
来
て
じ
っ
と
止
ま
っ
て
い
る
鴬
が
、羽
が
弱
い
の

で
、
飛
ば
ず
に
、
私
の
も
と
を
訪
ね
な
い
の
は
、
恨
め
し
い
も
の
で
あ
っ

た
な
あ
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

春
に
な
り
、
庭
ま
で
飛
ん
で
き
た
鴬
が
、
な
か
な
か
近
く
ま
で
寄
っ
て

来
な
い
と
い
う
情
景
を
序
と
し
て
、
近
く
ま
で
や
っ
て
来
な
が
ら
な
か
な

か
訪
れ
な
い
人
を
待
つ
も
ど
か
し
さ
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

「
わ
が
や
ど
」
と
「
う
ぐ
ひ
す
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、つ
と
に
『
万
葉

集
』
に
、「
我
が
や
ど
の
梅
の
下
枝
に
遊
び
つ
つ
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
散
ら
ま

く
惜
し
み
」（
巻
五
・
八
四
六
・
八
四
二
）、「
あ
ら
た
ま
の
年
行
き
帰
り
春

立
た
ば
ま
づ
我
が
や
ど
に
う
ぐ
ひ
す
は
鳴
け
」（
巻
二
十
・

四
五
一
四
・
四
四
九
〇
）
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、
平
安
中
期
に
は
、

「
う
ぐ
ひ
す
の
な
く
ね
だ
に
せ
ぬ
わ
が
や
ど
は
か
す
み
ぞ
立
ち
て
は
る
と

つ
げ
つ
る
」（
清
正
集
・
三
・
正
月
や
ま
で
ら
に
こ
も
り
た
り
け
る
に
、
京

よ
り
、
い
か
に
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
は
き
き
た
り
や
、
と
い
へ
り
け
る
か
へ

り
ご
と
に
）、「
わ
が
や
ど
の
こ
ず
ゑ
を
た
か
み
あ
さ
ぼ
ら
け
な
く
う
ぐ
ひ

す
の
こ
ゑ
ほ
の
か
な
り
」（
忠
見
集
・
六
二
・
麗
景
殿
の
歌
合
に
、
ひ
だ
り

が
た
に
て
／
う
ぐ
ひ
す
）、「
わ
が
や
ど
に
う
ぐ
ひ
す
い
た
く
な
く
な
る
は

に
は
も
は
だ
ら
に
花
や
ち
る
ら
ん
」（
内
裏
歌
合
〈
天
徳
四
年
〉・
四
・
兼

盛
・
二
番　

右
）、「
わ
が
や
ど
の
梅
が
え
に
な
く
う
ぐ
ひ
す
は
風
の
た
よ

り
に
か
を
や
と
め
こ
し
」（
内
裏
歌
合
〈
天
徳
四
年
〉・
五
・
朝
忠
・
三
番　

左
勝
）、「
あ
を
や
ぎ
の
い
と
よ
り
は
へ
て
う
ぐ
ひ
す
は
き
つ
つ
な
か
な
む

わ
が
や
ど
に
の
み
」（
尊
経
閣
本
元
輔
集
・
六
二
・
や
な
ぎ
）、「
わ
が
や
ど

の
や
な
ぎ
の
い
と
は
ほ
そ
く
と
も
く
る
う
ぐ
ひ
す
の
た
え
ず
も
あ
る
か
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一
〇

な
」（
道
綱
母
集
・
一
四
・
う
ぐ
ひ
す
や
な
ぎ
の
え
だ
に
あ
り
、
と
い
ふ
だ

い
を
）
と
い
っ
た
例
が
集
中
し
て
見
出
さ
れ
る
。

「
き
ゐ
る
」「
う
ぐ
ひ
す
」
の
例
は
、『
万
葉
集
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
勅
撰

集
に
お
い
て
は
『
古
今
集
』
に
「
梅
が
え
に
き
ゐ
る
う
ぐ
ひ
す
は
る
か
け

て
な
け
ど
も
い
ま
だ
雪
は
ふ
り
つ
つ
」（
春
上
・
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題

し
ら
ず
）
と
あ
る
歌
が
初
出
で
あ
り
、
か
つ
、
八
代
集
中
、
唯
一
の
用
例

と
見
ら
れ
る
。
平
安
期
の
例
と
し
て
は
、
他
に
、「
あ
を
や
ぎ
の
い
と
は
る

め
き
て
な
り
に
け
り
き
ゐ
る
う
ぐ
ひ
す
よ
り
よ
り
に
な
く
」（
高
遠
集
・

三
三
二
・
二
月
）、「
植
ゑ
て
見
し
花
の
あ
る
じ
も
な
き
宿
に
知
ら
ず
顔
に

て
来
ゐ
る
う
ぐ
ひ
す
」（
源
氏
物
語
・
幻
・
五
六
七
・
光
源
氏
）
な
ど
が
あ

る
。「

う
ぐ
ひ
す
」
の
「
は
ね
」
に
着
目
し
た
歌
に
は
、「
梅
が
枝
に
鳴
き
て

う
つ
ろ
ふ
う
ぐ
ひ
す
の
羽
白
た
へ
に
沫
雪
そ
降
る
」（
万
葉
集
・
巻
十
・

一
八
四
四
・
一
八
四
〇
）
が
あ
る
が
、
羽
の
色
を
詠
ん
で
お
り
、
当
該
歌

と
は
一
線
を
画
す
。
一
方
、「
み
や
ま
よ
り
鳴
き
て
い
づ
ら
ん
鶯
は
ま
づ
わ

が
や
ど
に
は
ね
や
す
め
な
ん
」（
嘉
言
集
・
三
五
・
う
ぐ
ひ
す
）
は
、「
わ

が
や
ど
」
に
羽
を
休
め
る
「
鴬
」
の
姿
が
、
当
該
歌
の
情
景
に
一
脈
通
じ

る
も
の
が
あ
る
。

下
句
「
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
物
に
ぞ
有
り
け
る
」
と
全
く
一
致
す
る
句
と

し
て
は
、『
後
撰
集
』
に
、「
わ
す
れ
ね
と
い
ひ
し
に
か
な
ふ
君
な
れ
ど
と

は
ぬ
は
つ
ら
き
物
に
ぞ
有
り
け
る
」（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
二
八
・
本
院
の

く
ら
・
あ
さ
よ
り
の
朝
臣
、
年
ご
ろ
せ
う
そ
こ
か
よ
は
し
侍
り
け
る
女
の

も
と
よ
り
、
よ
う
な
し
今
は
思
ひ
わ
す
れ
ね
と
ば
か
り
申
し
て
ひ
さ
し
う

な
り
に
け
れ
ば
、
こ
と
女
に
い
ひ
つ
き
て
せ
う
そ
こ
も
せ
ず
な
り
に
け
れ

ば
）
と
い
う
歌
が
あ
る
。
ま
た
、『
古
今
六
帖
』
に
は
、
当
該
歌
の
他
に
、

「
こ
と
も
つ
き
ほ
ど
は
な
け
れ
ど
か
た
と
き
も
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
も
の
に

ざ
り
け
る
」（
第
五
・
二
八
八
七
・
お
ど
ろ
か
す
）
と
い
う
例
を
見
出
す
。

い
ず
れ
も
恋
歌
で
あ
る
。

四
四
一
一
（
う
ぐ
ひ
す
）

【
本
文
】

む（
村
〳
〵
）

ら
む
ら
の
こ
づ
た
ふ
は
る
に
な
り
ぬ
ら
し
山
の
ま
に

（
〳
〵
）

ま
に
う
ぐ
ひ
す
な

く
も

【
校
異
】
○
う
く
ひ
す
な
く
も
―
鴬
な
く
也も

（
松
）

【
語
釈
】
○
む
ら
む
ら
の　
「
は
る
」
を
修
飾
す
る
と
見
た
。「
む
ら
む
ら
」

は
、
あ
ち
こ
ち
に
群
が
っ
て
い
る
さ
ま
を
い
う
。
ま
た
、「
村
村
」
を
掛
け

る
。　

○
こ
づ
た
ふ　

木
か
ら
木
へ
、
枝
か
ら
枝
へ
と
移
り
渡
る
。　

◯

な
り
ぬ
ら
し　
「
ぬ
ら
し
」
は
、完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
に
推
定

の
助
動
詞
「
ら
し
」
が
つ
い
た
も
の
。（
確
か
に
）
…
…
て
し
ま
っ
た
ら
し

い
。
…
…
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
○
山
の
ま
に
ま
に　

山
の
様
子
に
任

せ
て
ど
こ
に
で
も
。

【
通
釈
】
あ
ち
こ
ち
の
村
村
に
群
が
る
、木
々
を
移
り
渡
る
春
に
な
っ
た
よ
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一
一

う
だ
。
山
の
ど
こ
に
で
も
鴬
が
鳴
い
て
い
る
よ
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

「
む
ら
む
ら
の
こ
づ
た
ふ
は
る
」
と
い
う
表
現
は
、意
が
解
し
に
く
い
が
、

春
の
到
来
と
と
も
に
、
鴬
が
村
村
の
あ
ち
こ
ち
に
群
が
り
、
木
々
の
枝
を

移
り
渡
る
情
景
を
指
す
と
見
た
。
当
該
歌
の
主
題
「
鴬
」
を
上
句
に
詠
み

込
ま
ず
、
山
の
至
る
と
こ
ろ
で
鴬
の
声
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
提

示
す
る
下
句
で
主
題
を
明
ら
か
に
し
、
山
に
鳴
く
鴬
の
声
を
聞
い
た
詠
者

が
、
麓
の
村
村
で
も
鴬
が
鳴
く
春
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
と
推
量
し
た
歌

で
あ
ろ
う
。
情
景
と
し
て
は
、「
冬
ご
も
り
春
さ
り
来
れ
ば
あ
し
ひ
き
の
山

に
も
野
に
も
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
」（
万
葉
集
・
巻
十
・
一
八
二
八
・

一
八
二
四
）
と
い
う
歌
に
重
な
っ
て
こ
よ
う
。

「
む
ら
む
ら
の
」
と
い
う
句
の
例
は
少
な
い
。
し
か
も
、「
む
ら
む
ら
の

に
し
き
と
ぞ
み
る
さ
ほ
や
ま
の
は
は
そ
の
も
み
ぢ
き
り
た
た
ぬ
ま
は
」（
和

漢
朗
詠
集
・
上
・
三
〇
六
・
清
正
・
紅
葉
）
の
よ
う
に
、
錦
に
ち
な
ん
で
、

布
を
数
え
る
と
き
の
助
数
詞
「
む
ら
（
匹
・
疋
）」
と
の
掛
詞
と
し
て
用
い

ら
れ
る
例
し
か
管
見
に
入
ら
ず
、
当
該
歌
の
用
法
と
は
一
線
を
画
す
。

「
山
の
ま
に
ま
に
」
の
例
は
、
勅
撰
集
で
は
、「
葦
引
の
山
の
ま
に
ま
に

か
く
れ
な
む
う
き
世
中
は
あ
る
か
ひ
も
な
し
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
三
・

よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
が
初
出
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
勅
撰
集
を

参
看
し
て
も
、
他
に
は
、「
あ
し
び
き
の
や
ま
の
ま
に
ま
に
た
ふ
れ
た
る
か

ら
き
は
ひ
と
り
ふ
せ
る
な
り
け
り
」（
金
葉
集
二
度
本
・
恋
下
・
四
九
二
・

題
読
人
不
知
）
の
一
首
が
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
平
安
期
の
私
家
集

に
も
見
当
た
ら
ず
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
す
る
か
ぎ
り
、
当
該
歌
と
こ

れ
ら
二
首
の
歌
が
、
平
安
期
の
用
例
の
す
べ
て
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

「
う
ぐ
ひ
す
な
く
も
」
と
い
う
句
は
、『
万
葉
集
』
に
集
中
し
て
見
ら
れ

る
。
前
掲
の
一
八
二
八
（
一
八
二
四
）
番
の
他
、「
う
ち
霧
ら
し
雪
は
降
り

つ
つ
し
か
す
が
に
我
家
の
園
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
」（
巻
八
・

一
四
四
五
・
一
四
四
一
）
と
い
っ
た
用
例
が
あ
る
。

四
四
一
二
（
ほ
と
と
ぎ
す
）

【
本
文
】

わ
ぎ
も
こ
を
う
ら
ま
ち
か
ね
つ
ほ
と（
ゝ
）とぎ

す
い
た
く
な
き（

か
）そね

こ
ひ
や
ま

ん
や
と

【
校
異
】
○
わ
き
も
こ
を
―
我
せ
こ
を
（
黒
）
我
背
子
を
（
寛
）　

○
う
ら

ま
ち
か
ね
て〻つ

―
う
ら
ま
ち
か
ね
つ
（
永
・
林
）
う
ら
待
か
ね
つ
（
松
・
和
・

羅
・
宮
・
田
・
黒
・
寛
）　

○
い
た
く
な
き
か
ね
―
い
た
く
な
き
かそ

（
朱
）ね

（
宮
）

い
た
く
な
き
そ
ね
（
黒
・
寛
）　

○
こ
ひ
や
ま
ん
や
と
―
こ
ひ
も
や
む
や
と

（
永
・
松
・
和
・
羅
・
林
・
宮
・
寛
）
恋
も
や
む
や
と
（
田
・
黒
）

【
語
釈
】
○
う
ら
ま
ち
か
ね
つ　
「
う
ら
ま
つ
」
は
、
心
待
ち
に
待
つ
意
。

「
つ
」
は
完
了
。　

◯
ほ
と
と
ぎ
す　

夏
の
到
来
を
告
げ
る
鳥
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
夜
に
鳴
く
鳥
と
し
て
詠
ま
れ
る
。　

○
な
き
そ
ね　

底
本
「
な
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一
二

き
か
ね
」
を
校
訂
。「
そ
ね
」
は
、禁
止
表
現
に
用
い
ら
れ
る
終
助
詞
「
そ
」

に
誂
え
の
終
助
詞
「
ね
」
が
付
い
た
も
の
。　

○
こ
ひ
や
ま
ん
や
と　
「
恋

止
む
」
は
、
恋
心
が
醒
め
る
、
恋
の
苦
し
み
が
消
え
る
の
意
。「
や
」
は
疑

問
。

【
通
釈
】
私
の
い
と
し
い
妻
を
、
心
待
ち
に
待
ち
か
ね
た
。
時
鳥
よ
、
ひ
ど

く
鳴
か
な
い
で
お
く
れ
。
恋
の
苦
し
み
が
消
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

て
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

妻
を
待
ち
か
ね
て
寝
る
こ
と
も
で
き
ず
、
悶
々
と
し
て
い
る
男
性
の
耳

に
、
時
鳥
の
た
い
そ
う
鳴
く
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
恋
心
が
醒
め
る
か
と

ば
か
り
に
時
鳥
は
鳴
く
が
、
男
性
の
恋
心
は
ま
す
ま
す
募
っ
て
い
く
。
そ

こ
で
、
時
鳥
に
対
し
、
そ
ん
な
に
鳴
か
な
い
で
ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
た
男

性
の
歌
で
あ
ろ
う
。「
ほ
と
と
ぎ
す
い
た
く
な
鳴
き
そ
ひ
と
り
居
て
眠
の
寝

ら
え
ぬ
に
聞
け
ば
苦
し
も
」（
万
葉
集
・
巻
八
・
一
四
八
八
・
一
四
八
四
・

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首
）
と
同
様
の
発
想
で
、
作
者
を
男
性
に
置
き
換

え
た
歌
と
見
た
。

「
わ
ぎ
も
こ
」
を
「
ま
つ
」
と
い
う
歌
は
、『
万
葉
集
』
に
、「
梅
の
花
咲

き
て
散
り
な
ば
我
妹
子
を
来
む
か
来
じ
か
と
我
が
松
の
木
そ
」（
巻
十
・

一
九
二
六
・
一
九
二
二
・
松
に
寄
す
る
）
と
い
う
例
が
あ
る
。
男
性
が
女

性
を
待
つ
こ
と
は
上
代
に
は
あ
り
得
る
が
、
平
安
期
に
入
る
と
、
も
っ
ぱ

ら
女
性
が
男
性
の
訪
れ
を
待
つ
と
い
う
通
い
婚
の
風
習
と
な
る
。『
古
今
六

帖
』
諸
本
の
う
ち
、
黒
川
本
や
寛
文
版
本
が
、
本
文
を
「
わ
が
せ
こ
」
と

す
る
の
は
、
こ
の
平
安
期
の
風
習
に
則
っ
た
改
変
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
当
該
歌
は
、
全
体
と
し
て
万
葉
風
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
う
ら
ま
つ
」
と
い
う
語
も
、『
古
今
六
帖
』
の
先
行
例
と
し
て
は
、『
万
葉

集
』
に
載
る
「
秋
風
に
今
か
今
か
と
紐
解
き
て
う
ら
待
ち
居
る
に
月
傾
き

ぬ
」（
巻
二
十
・
四
三
三
五
・
四
三
一
一
・
七
夕
歌
八
首
）
を
見
出
す
の
み

で
あ
る
。

ま
た
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」「
い
た
く
」
鳴
く
な
、
と
詠
ん
だ
歌
も
、
つ
と

に
『
万
葉
集
』
か
ら
見
ら
れ
、
前
掲
の
坂
上
郎
女
の
歌
（
巻
八
・

一
四
八
八
・
一
四
八
四
）
の
他
、「
ほ
と
と
ぎ
す
い
た
く
な
鳴
き
そ
汝
が
声

を
五
月
の
玉
に
あ
へ
貫
く
ま
で
に
」（
巻
八
・
一
四
六
九
・
一
四
六
五
・
藤

原
夫
人
の
歌
一
首
）
と
い
っ
た
例
が
見
出
さ
れ
る
。
と
く
に
坂
上
郎
女
の

歌
は
、『
拾
遺
抄
』
雑
上
・
四
〇
三
番
や
『
拾
遺
集
』
夏
・
一
二
〇
番
に
採

ら
れ
た
。
こ
れ
が
八
代
集
中
、
唯
一
の
用
例
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
こ
ひ
や
む
」
と
い
う
語
も
、
万
葉
歌
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
、

「
い
か
に
し
て
恋
止
む
も
の
ぞ
天
地
の
神
を
祈
れ
ど
我
や
思
ひ
増
す
」（
巻

十
三
・
三
三
二
〇
・
三
三
〇
六
）、「
ぬ
ば
た
ま
の
夢
に
は
も
と
な
相
見
れ

ど
直
に
あ
ら
ね
ば
恋
止
ま
ず
け
り
」（
巻
十
七
・
四
〇
〇
四
・
三
九
八
〇
）

な
ど
の
例
が
見
え
る
。
な
お
、
八
代
集
に
お
い
て
は
、「
い
つ
と
て
か
わ
が

こ
ひ
や
ま
む
ち
は
や
ぶ
る
あ
さ
ま
の
た
け
の
け
ぶ
り
た
ゆ
と
も
」（
拾
遺
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一
三

集
・
恋
一
・
六
五
六
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
の
一
首
を
見
出
す

の
み
で
あ
る
。
平
安
期
成
立
の
私
家
集
で
は
、『
赤
人
集
』
の
「
は
る
が
す

み
た
ち
に
し
日
よ
り
け
ふ
ま
で
に
わ
が
こ
ひ
や
ま
ず
ひ
と
の
し
げ
き
に
」

（
一
九
一
・
か
す
み
に
よ
す
）
が
あ
る
が
、
こ
の
歌
は
結
句
に
本
文
異
同
は

あ
る
も
の
の
、『
万
葉
集
』
巻
十
・
一
九
一
四
（
一
九
一
〇
）
番
と
見
ら
れ

る
。そ

う
す
る
と
、
前
述
の
黒
川
本
・
寛
文
版
本
の
「
わ
が
せ
こ
」
本
文
は
、

当
該
歌
の
本
来
の
姿
を
推
測
す
る
に
、
や
は
り
過
剰
な
校
訂
本
文
と
い
え

よ
う
か
。

四
四
一
三
（
ほ
と
と
ぎ
す
）

【
本
文
】

我（
・
）がご

と
く
き
み
に
こ
ふ
る
は
ほ
と（

ゝ
）とぎ

す
こ
の
よ
す
が
ら
に
い
ね
が
て

に
す
る

【
校
異
】
○
き
み
に
こ
ふ
る
は
―
君
を
こ
ふ
る
は
（
和
）
き
み
を
こ
ふ
る
は

（
宮
）
君
に
こ
ふ
る
や
（
黒
・
寛
）　

○
い
ね
か
て
に
す
る
―
い
ね
か
て
に

す
な
（
松
）

【
語
釈
】○
よ
す
が
ら　

夜
の
間
ず
っ
と
。
夜
通
し
。
一
晩
中
。　

◯
い
ね

が
て
に
す
る　

寝
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

【
通
釈
】
私
と
同
じ
よ
う
に
、あ
な
た
を
恋
い
慕
う
の
は
時
鳥
だ
よ
。
こ
の

夜
中
じ
ゅ
う
ず
っ
と
寝
ら
れ
な
い
で
い
る
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

時
鳥
も
私
と
同
様
に
あ
な
た
を
恋
い
慕
っ
て
い
る
と
し
て
、
一
晩
中
鳴

い
て
（
泣
い
て
）
寝
ら
れ
ず
に
い
る
と
い
う
共
通
点
を
挙
げ
る
こ
と
で
、相

手
に
恋
心
を
訴
え
た
歌
で
あ
る
。「
あ
し
ひ
き
の
山
郭
公
わ
が
ご
と
や
君
に

こ
ひ
つ
つ
い
ね
が
て
に
す
る
」（
古
今
集
・
恋
一
・
四
九
九
・
読
人
し
ら

ず
・
題
し
ら
ず
）
に
発
想
や
語
句
が
酷
似
す
る
。

「
我
が
ご
と
く
」
と
い
う
句
は
、つ
と
に
『
万
葉
集
』
か
ら
見
ら
れ
、「
湯

の
原
に
鳴
く
葦
田
鶴
は
我
が
ご
と
く
妹
に
恋
ふ
れ
や
時
わ
か
ず
鳴
く
」（
巻

六
・
九
六
六
・
九
六
一
・
帥
大
伴
卿
、
次
田
の
温
泉
に
宿
り
て
鶴
が
音
を

聞
き
て
作
る
歌
一
首
）、「
つ
と
に
行
く
雁
の
鳴
く
音
は
我
が
ご
と
く
物
思

へ
か
も
声
の
悲
し
き
」（
巻
十
・
二
一
四
一
・
二
一
三
七
）
の
よ
う
に
、葦

田
鶴
や
雁
を
引
き
合
い
に
出
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、「
我
が
後
に

生
ま
れ
む
人
は
我
が
ご
と
く
恋
す
る
道
に
あ
ひ
こ
す
な
ゆ
め
」（
万
葉
集
・

巻
十
一
・
二
三
七
九
・
二
三
七
五
）
と
い
っ
た
歌
も
あ
る
。
八
代
集
に
お

い
て
は
、
三
代
集
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。『
古
今
集
』
に
は
、「
相
坂
の

ゆ
ふ
つ
け
ど
り
も
わ
が
ご
と
く
人
や
こ
ひ
し
き
ね
の
み
な
く
ら
む
」（
恋

一
・
五
三
六
・
読
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）、「
わ
が
ご
と
く
物
や
か
な
し

き
郭
公
時
ぞ
と
も
な
く
よ
た
だ
な
く
ら
む
」（
恋
二
・
五
七
八
・
と
し
ゆ
き

の
朝
臣
・
題
し
ら
ず
）、「
わ
が
ご
と
く
我
を
お
も
は
む
人
も
が
な
さ
て
も

や
う
き
と
世
を
心
み
む
」（
恋
五
・
七
五
〇
・
凡
河
内
み
つ
ね
・
題
し
ら
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一
四

ず
）
の
三
首
が
見
え
、
い
ず
れ
も
恋
部
の
歌
で
あ
る
。
一
方
、『
後
撰
集
』

で
は
、「
わ
が
ご
と
く
物
や
か
な
し
き
き
り
ぎ
り
す
草
の
や
ど
り
に
こ
ゑ
た

え
ず
な
く
」（
秋
上
・
二
五
八
・
つ
ら
ゆ
き
・
題
し
ら
ず
）、「
わ
が
ご
と
く

物
思
ひ
け
ら
し
し
ら
つ
ゆ
の
よ
を
い
た
づ
ら
に
お
き
あ
か
し
つ
つ
」（
秋

下
・
四
二
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）、「
い
つ
し
か
と
山
の
桜
も

わ
が
ご
と
く
年
の
こ
な
た
に
は
る
を
ま
つ
ら
ん
」（
冬
・
四
九
八
・
よ
み
人

し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
は
秋
・
冬
部
に
あ
り
、「
わ
が
ご
と
く
あ
ひ
思
ふ
人

の
な
き
時
は
深
き
心
も
か
ひ
な
か
り
け
り
」（
恋
一
・
五
二
一
・
よ
み
人
し

ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
の
み
恋
歌
で
あ
る
。『
拾
遺
集
』
に
な
る
と
、「
も
も

は
が
き
は
ね
か
く
し
ぎ
も
わ
が
ご
と
く
朝
わ
び
し
き
か
ず
は
ま
さ
ら
じ
」

（
恋
二
・
七
二
四
・
つ
ら
ゆ
き
・
題
し
ら
ず
）、「
わ
が
ご
と
く
物
思
ふ
人
は

い
に
し
へ
も
今
ゆ
く
す
ゑ
も
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
」（
恋
五
・
九
六
五
・
よ
み

人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
の
二
首
は
い
ず
れ
も
恋
部
に
あ
る
。
中
で
も
『
古

今
集
』
五
七
八
番
歌
は
、
当
該
歌
と
同
じ
く
時
鳥
を
詠
ん
で
お
り
、
初
句

と
第
三
句
が
全
く
一
致
す
る
。

「
き
み
に
こ
ふ
」
は
万
葉
表
現
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
に
は
、「
こ
ほ
ろ
ぎ

の
我
が
床
の
辺
に
鳴
き
つ
つ
も
と
な
起
き
居
つ
つ
君
に
恋
ふ
る
に
寝
ね
か

て
な
く
に
」（
巻
十
・
二
三
一
四
・
二
三
一
〇
）、「
我
が
心
焼
く
も
我
な
り

は
し
き
や
し
君
に
恋
ふ
る
も
我
が
心
か
ら
」（
巻
十
三
・
三
二
八
五
・

 

三
二
七
一
）、「
…
…
ひ
と
り
居
て　

君
に
恋
ふ
る
に　

音
の
み
し
泣
か
ゆ
」

（
巻
十
三
・
三
三
五
八
・
三
三
四
四
）、「
出
で
立
た
む
力
を
な
み
と
隠
り
居

て
君
に
恋
ふ
る
に
心
利
も
な
し
」（
巻
十
七
・
三
九
九
四
・
三
九
七
二
）
と

い
っ
た
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。

ま
た
、「
こ
の
よ
す
が
ら
に
」
と
い
う
表
現
も
、
先
行
例
は
唯
一
、『
万

葉
集
』
に
、「
…
…
偲
は
せ
る　

君
が
心
を　

う
る
は
し
み　

こ
の
夜
す
が

ら
に　

眠
も
寝
ず
に　

今
日
も
し
め
ら
に　

恋
ひ
つ
つ
そ
居
る
」（
巻

十
七
・
三
九
九
一
・
三
九
六
九
）
と
い
う
長
歌
に
あ
る
。

結
句
「
い
ね
が
て
に
す
る
」
は
、
前
掲
『
古
今
集
』
四
九
九
番
歌
を
は

じ
め
と
し
て
、
や
は
り
『
万
葉
集
』
に
、「
夕
さ
れ
ば
君
来
ま
さ
む
と
待
ち

し
夜
の
な
ご
り
そ
今
も
寝
ね
か
て
に
す
る
」（
巻
十
一
・
二
五
九
三
・

二
五
八
八
）
が
あ
り
、『
古
今
集
』
に
は
他
に
も
、「
あ
き
は
ぎ
の
し
た
ば

色
づ
く
今
よ
り
や
ひ
と
り
あ
る
人
の
い
ね
が
て
に
す
る
」（
秋
上
・
二
二
〇
・

よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
と
い
う
歌
が
存
す
る
。
平
安
中
期
ま
で
の

例
と
し
て
は
、「
秋
の
月
い
か
な
る
物
ぞ
我
が
こ
こ
ろ
何
と
も
な
き
に
い
ね

が
て
に
す
る
」（
小
町
集
・
一
一
・
山
里
に
て
、
秋
の
月
を
／
ま
た
）、「
わ

が
ご
と
や
い
ね
が
て
に
す
る
山
だ
も
り
か
り
て
ふ
こ
ゑ
に
め
を
さ
ま
し
つ

つ
」（
相
模
集
・
五
四
九
・
秋
）
と
い
っ
た
歌
が
あ
る
が
、
用
例
数
と
し
て

は
少
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
相
模
集
』
歌
は
、
初
句
と
第
二
句
の
表
現
が

当
該
歌
に
近
い
が
、「
古
に
あ
り
け
む
人
も
我
が
ご
と
か
妹
に
恋
ひ
つ
つ
寝

ね
か
て
ず
け
む
」（
万
葉
集
・
巻
四
・
五
〇
〇
・
四
九
七
）
や
前
掲
『
古
今

集
』
四
九
九
番
な
ど
の
表
現
を
も
念
頭
に
置
い
た
詠
で
あ
ろ
う
。



『古今和歌六帖』出典未詳歌注釈稿

一
五

四
四
二
九
（
ほ
と
と
ぎ
す
）

【
本
文
】

む
か
し
よ
り
鳴（
・
）きふ

る
し
つ（

ゝ
）つほ

と（
ゝ
）とぎ

す
い
く
そ
の
夏
を
こ
ゑ
に
た
つ

ら
ん

【
校
異
】○
い
く
そ
の
夏
を
こ
ゑ
に
た
つ
ら
ん
―
い
く
そ
の
夏
をに

聲
にを

イた
つ

ら
ん
（
黒
・
寛
）

【
語
釈
】
○
鳴
き
ふ
る
し
つ
つ　
「
鳴
き
旧
す
」
は
、
何
度
も
鳴
い
て
そ
の

声
の
耳
新
し
さ
を
な
く
す
意
。　

◯
い
く
そ
の
夏　

ど
れ
く
ら
い
多
く
の

夏
。「
い
く
そ
」
は
多
く
の
数
量
。
多
く
は
助
詞
「
の
」
が
付
い
て
体
言
に

続
く
。　

◯
こ
ゑ
に
た
つ　

声
に
出
す
。

【
通
釈
】
昔
か
ら
何
度
も
鳴
い
て
耳
新
し
さ
を
な
く
し
な
が
ら
、
時
鳥
よ
、

い
っ
た
い
幾
度
の
夏
を
過
ご
し
、
声
に
出
し
て
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

「
こ
ぞ
の
夏
な
き
ふ
る
し
て
し
郭
公
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
こ
ゑ
の
か
は
ら

ぬ
」（
古
今
集
・
夏
・
一
五
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
を
踏
ま
え
、

毎
年
夏
が
来
る
と
聞
き
慣
れ
た
声
で
鳴
く
時
鳥
は
、
い
っ
た
い
い
つ
か
ら

こ
の
よ
う
に
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
現
在
の
夏
の
情
景
か
ら
こ
れ

ま
で
の
時
の
流
れ
に
思
い
を
馳
せ
た
歌
で
あ
る
。

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
「
む
か
し
」
か
ら
同
じ
よ
う
に
鳴
く
と
い
う
歌
は
、

「
い
そ
の
か
み
ふ
る
き
宮
こ
の
郭
公
声
ば
か
り
こ
そ
む
か
し
な
り
け
れ
」

（
古
今
集
・
夏
・
一
四
四
・
な
ら
の
い
そ
の
か
み
で
ら
に
て
郭
公
の
な
く
を

よ
め
る
）
の
他
、「
ふ
る
さ
と
は
み
し
ご
と
も
あ
ら
ず
ほ
と
と
ぎ
す
な
く
ね

を
き
く
ぞ
む
か
し
な
り
け
る
」（
書
陵
部
蔵
御
所
本
躬
恒
集
・
三
七
六
）、

「
と
し
ご
と
に
め
づ
ら
し
け
れ
ど
ほ
と
と
ぎ
す
む
か
し
の
こ
ゑ
も
か
は
ら

ざ
り
け
り
」（
道
済
集
・
六
九
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
「
鳴
き
ふ
る
す
」
と
い
う
歌
は
、
前
掲
の
『
古
今

集
』
一
五
九
番
の
他
、
平
安
期
に
は
、「
な
き
ふ
る
す
さ
と
や
あ
り
け
ん
ほ

と
と
ぎ
す
わ
が
身
な
ら
ぬ
を
い
か
が
こ
た
へ
ん
」（
平
中
物
語
・
第
十
二

段
・
六
三
・
男
）
と
い
う
歌
が
見
出
さ
れ
る
。

「
い
く
そ
の
夏
」
の
例
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
す
る
か
ぎ
り
、
他

に
「
す
く
も
や
く
み
ほ
の
う
ら
人
ふ
な
な
れ
て
い
く
そ
の
な
つ
を
こ
が
れ

き
ぬ
ら
ん
」（
好
忠
集
・
一
二
二
・
四
月
を
は
り
）
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
い
く
そ
の
春
」「
い
く
そ
の
秋
」
の
例
な
ら
ば
、「
よ
ろ
づ
よ
の

を
じ
ほ
の
山
の
こ
ま
つ
ば
ら
い
く
そ
の
春
を
を
し
み
つ
つ
へ
む
」（
尊
経
閣

本
は
元
輔
集
・
四
一
・
を
し
き
の
お
も
て
に
、
あ
し
で
に
て
）、「
ゆ
き
か

へ
り
た
び
に
と
し
ふ
る
か
り
が
ね
は
い
く
そ
の
は
る
を
そ
ら
に
み
る
ら

ん
」（
道
信
集
・
六
七
・
か
へ
る
か
り
）、「
ふ
た
ば
よ
り
わ
が
な
で
し
こ
を

あ
は
れ
な
る
い
く
そ
の
あ
き
に
あ
は
ん
と
す
ら
ん
」（
西
本
願
寺
本
忠
岑

集
・
一
〇
八
）
な
ど
の
歌
が
あ
る
。「
い
く
そ
の
」
と
い
う
語
句
は
、
推
量

の
助
動
詞
を
伴
っ
て
、
巡
っ
て
き
た
季
節
の
情
景
に
過
去
や
未
来
を
重
ね

て
思
い
を
馳
せ
る
表
現
の
型
と
見
ら
れ
よ
う
。
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「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
「
こ
ゑ
に
た
つ
」
と
い
う
例
は
、『
古
今
六
帖
』
の

出
典
未
詳
歌
に
も
う
一
例
、「
ほ
と
と
ぎ
す
こ
ゑ
に
た
て
て
も
と
し
へ
ぬ
る

わ
が
も
の
お
も
ひ
を
し
ら
ぬ
人
き
け
」（
第
五
・
二
五
五
二
・
び
は
の
大

臣
・
と
し
へ
て
い
ふ
）
が
あ
る
が
、「
何
ゆ
ゑ
に
し
の
ぶ
な
る
ら
ん
ほ
と
と

ぎ
す
こ
ゑ
に
た
て
ぬ
は
く
る
し
き
も
の
を
」（
秋
風
集
・
夏
・
一
五
一
・
花

山
院
の
お
ほ
み
う
た
・
だ
い
し
ら
ず
）
の
他
は
、「
わ
れ
ば
か
り
よ
を
ば
な

げ
か
じ
郭
公
声
に
た
て
て
は
鳴
き
わ
た
る
ら
ん
」（
人
家
集
・
六
二
・
百
首

歌
中
に
）、「
う
ち
そ
へ
て
我
も
こ
ゑ
に
や
た
て
て
ま
し
山
時
鳥
な
き
わ
た

る
な
り
」（
風
葉
集
・
雑
一
・
一
一
八
四
・
ひ
ち
ぬ
い
し
ま
の
関
白
・
だ
い

し
ら
ず
）
な
ど
、
後
世
の
例
で
あ
る
。
用
例
数
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。

四
四
五
三
（
ほ
と
と
ぎ
す
）

【
本
文
】

う
ち
と
け
て
い
も
ね
ら
れ
ね
ば
ほ
と（
ゝ
）とぎ

す
よ
ぶ
か
き
こ
ゑ
は
我
の
み
ぞ

聞
く（

・
）　

【
校
異
】
○
い
も
ね
ら
れ
ね
は
―
い
も
ね
ら
れ
は
（
林
）

【
語
釈
】○
う
ち
と
け
て　

緊
張
を
解
い
て
。
心
を
ゆ
っ
た
り
と
し
て
。
心

を
落
ち
着
け
て
。　

◯
い
も
ね
ら
れ
ね
ば　
「
い
も
寝
ら
れ
ず
」
は
、眠
り

も
で
き
な
い
、
熟
睡
も
で
き
な
い
意
。「
ら
れ
」
は
可
能
の
助
動
詞
「
ら

る
」
の
未
然
形
。「
ね
ば
」
は
、
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
已
然
形
「
ね
」

に
接
続
助
詞
「
ば
」
が
付
い
て
確
定
条
件
を
表
す
。
…
…
の
で
。　

◯
ほ

と
と
ぎ
す
よ
ぶ
か
き
こ
ゑ　

時
鳥
が
深
夜
に
鳴
く
声
。「
よ
ぶ
か
し
」
は
、

夜
の
気
配
の
濃
い
、
夜
更
け
の
状
態
を
さ
す
。
と
く
に
、
夜
明
け
ま
で
に

ま
だ
間
が
あ
る
頃
を
い
う
。

【
通
釈
】
ゆ
っ
た
り
と
寝
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
時
鳥
よ
、
深
夜
に
鳴

く
声
は
、
私
だ
け
が
聞
く
こ
と
だ
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

ぐ
っ
す
り
と
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
時
鳥
の
夜
深
く
鳴
く
声
を

自
分
一
人
で
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
孤
独
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
眠
れ
な
い

原
因
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
あ
る
い
は
恋
の
悩
み
か
。

「
う
ち
と
け
て
」
寝
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
打
ち
と
け
て
い
を
だ

に
ね
ね
ば
あ
ふ
こ
と
の
ゆ
め
ぢ
を
さ
へ
ぞ
へ
だ
て
は
て
つ
る
」（
元
真
集
・

九
九
）、「
た
な
ば
た
の
く
も
の
こ
ろ
も
の
う
ち
と
け
て
ぬ
る
ほ
ど
も
な
く

あ
く
る
あ
ま
の
と
」（
惟
成
弁
集
・
二
八
・
う
ち
の
御
う
た
あ
は
せ
／
た
な

ば
た
）
と
い
っ
た
歌
に
詠
ま
れ
る
。
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
恋
の
相
手
は

「
う
ち
と
け
て
」
眠
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
歌
も
、「
う
ち
と
け
て
き
み

は
ね
ぬ
ら
ん
我
は
し
も
露
と
お
き
ゐ
て
お
も
ひ
あ
か
し
つ
」（
平
中
物
語
・

第
九
段
・
五
四
・
男
、
大
和
物
語
・
第
四
十
六
段
・
六
二
・
平
中
・「
君
は

ね
つ
ら
む
」「
つ
ゆ
の
お
き
ゐ
て
こ
ひ
に
あ
か
し
つ
」）
と
い
う
例
が
あ
る
。

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
「
よ
ぶ
か
」
く
鳴
く
声
を
詠
ん
だ
歌
は
、『
万
葉
集
』



『古今和歌六帖』出典未詳歌注釈稿

一
七

に
は
な
い
が
、
平
安
期
に
入
る
と
、「
五
月
雨
に
物
思
ひ
を
れ
ば
郭
公
夜
ぶ

か
く
な
き
て
い
づ
ち
ゆ
く
ら
む
」（
古
今
集
・
夏
・
一
五
三
・
紀
と
も
の

り
・
寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
の
う
た
）、「
ふ
た
声
と
聞
く
と
は
な

し
に
郭
公
夜
深
く
め
を
も
さ
ま
し
つ
る
か
な
」（
後
撰
集
・
夏
・
一
七
二
・

伊
勢
・
夏
の
夜
、
し
ば
し
物
が
た
り
し
て
か
へ
り
に
け
る
人
の
も
と
に
、
又

の
あ
し
た
つ
か
は
し
け
る
）
を
は
じ
め
、
数
多
い
。
万
葉
歌
人
の
私
家
集

に
も
、『
家
持
集
』
に
二
首
、「
さ
み
だ
れ
は
そ
ら
も
と
ど
ろ
に
ほ
と
と
ぎ

す
よ
ふ
か
く
な
き
つ
い
や
ね
か
ね
つ
る
」（
六
四
・
夏
歌
）、「
わ
が
や
ど
の

は
な
た
ち
ば
な
に
ほ
と
と
ぎ
す
よ
ふ
か
く
な
け
ば
こ
ひ
ま
さ
る
な
り
」

（
八
八
・
夏
歌
）
と
い
っ
た
歌
が
あ
る
が
、
や
は
り
平
安
期
の
詠
と
見
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

時
鳥
の
声
を
「
我
の
み
ぞ
聞
く
」
と
い
う
歌
は
、「
や
ま
が
つ
と
人
は
い

へ
ど
も
ほ
と
と
ぎ
す
ま
づ
は
つ
こ
ゑ
は
わ
れ
の
み
ぞ
き
く
」（
是
則
集
・

九
・
夏　

ほ
と
と
ぎ
す
）、「
山
里
に
家
居
せ
し
よ
り
ほ
と
と
ぎ
す
よ
は
の

は
つ
ね
は
我
の
み
ぞ
き
く
」（
兼
盛
集
・
一
九
六
・
う
ち
の
御
屏
風
／
四
月

山
里
に
て
ほ
と
と
ぎ
す
き
く
）と
い
っ
た
平
安
中
期
ま
で
の
例
が
あ
り
、後

世
に
お
い
て
も
、「
ほ
と
と
ぎ
す
ま
だ
う
ち
と
け
ぬ
し
の
び
ね
は
こ
ぬ
人
を

ま
つ
我
の
み
ぞ
き
く
」（
新
古
今
集
・
夏
・
一
九
八
・
白
河
院
御
歌
・
待
客

聞
郭
公
と
い
へ
る
心
を
）、「
山
ち
か
く
家
ゐ
し
せ
れ
ば
郭
公
な
く
は
つ
こ

ゑ
を
わ
れ
の
み
ぞ
き
く
」（
金
槐
和
歌
集
〈
実
朝
〉・
一
四
三
・
山
家
郭
公
）

な
ど
の
歌
が
散
見
さ
れ
る
。

附
記

　

本
稿
は
、「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
19

期
研
究
会
第
4
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題

番
号
１
６
Ｋ
０
０
４
６
９
、
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
）
の
一
部
で
あ
る
。

　

用
例
収
集
に
際
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』C

D
-R

O
M

版V
er.2

と
と
も
に
、
竹

田
正
幸
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
）
作
成
の
文
字
列

解
析
器
〝e-C

S
A

 V
er.2.00

〞
を
使
用
し
た
。

　

最
後
に
、
資
料
を
御
提
供
く
だ
さ
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
・
肥
前
島
原
松
平
文

庫
・
国
文
学
研
究
資
料
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。



社会科学　第 49 巻  第 2号

一
八

『
古
今
和
歌
六
帖
』
別
出
歌
一
覧  

―
第
六
帖
、
4355
〜
4453
番
―

 
　
　

か
り

4355 
い
と
は
や
も
鳴
き
ぬ
る
雁
か
し
ら
つ
ゆ
に
色
ど
る
木
木
も
紅
葉
あ
へ
ぬ
に

 

1－
1
古
今
209
﹇
白
露
の
﹈﹇
も
み
ぢ
あ
へ
な
く
に
﹈

4356 

春
が
す
み
か
す
み
て
い
に
し
か
り
が
ね
は
い
ま
ぞ
鳴
く
な
る
秋
霧
の
う
へ

に
（
人
丸
三
首
）

 

1－

1
古
今
210
、
2－
3
新
撰
和
36
、
3－

20
公
忠
12

4357 

あ
や
し
く
も
き
な
か
ぬ
か
り
か
し
ら
露
の
お
き
に
し
あ
さ
ほ
ひ
さ
し
き
も

の
を

 

　
　
〈
未
詳
〉

4358 

蘆
辺
な
る
を
ぎ
の
は
そ
よ
ぎ
秋
風
の
ふ
き
く
る
な
へ
に
雁
鳴
き
わ
た
る

 

2－

1
万
葉
2138
﹇
を
ぎ
の
は
さ
や
ぎ
﹈、
6－
5
麗
花
集
55
﹇
を
ぎ
の
は
そ

よ
ぐ
﹈﹇
か
り
ぞ
な
く
な
る
﹈、
3－

1
人
丸
110
﹇
か
き
ね
な
る
﹈﹇
萩
の
花

さ
く
﹈﹇
ふ
く
な
る
な
へ
に
﹈

4359 

秋
か
ぜ
に
こ
ゑ
を
ほ
に
あ
げ
て
く
る
ふ
ね
は
あ
ま
の
戸
わ
た
る
か
り
に
ざ

り
け
る
（
み
つ
ね
）

 

1－

1
古
今
212
、
2－

2
新
撰
万
117
、
5－

4
寛
平
后
110
﹇
行
く
舟
は
﹈

4360 

ひ
さ
か
た
の
あ
ま
ぐ
も
お
か
ず
く
も
が
く
れ
鳴
き
ぞ
行
く
な
る
は
つ
た
雁

が
ね
（
や
か
も
ち
）

 

2－

1
万
葉
1570
﹇
あ
ま
ま
も
お
か
ず
﹈﹇
く
も
が
く
り
﹈﹇
わ
さ
だ
か
り
が

ね
﹈

4361 

こ
と
し
げ
き
さ
と
に
す
ま
ず
は
け
さ
な
き
し
雁
に
た
ぐ
ひ
て
い
な
ま
し
も

の
を

 

3－

1
人
丸
33
、
2－

1
万
葉
1519
﹇
ゆ
か
ま
し
も
の
を
﹈

4362 

か
り
が
ね
の
た
か
く
名
の
り
し
み
な
れ
ど
も
秋
の
こ
ゑ
と
ぞ
人
は
い
ひ
て

し

 

　
　
〈
未
詳
〉

4363 

秋
の
や
ま
き
り
た
ち
分
け
て
く
る
か
り
の
ち
よ
に
か
は
ら
ず
声
き
こ
ゆ
な

り
（
つ
ら
ゆ
き
四
首
）

 

1－

2
後
撰
357
﹇
あ
き
風
に
﹈﹇
霧
と
び
わ
け
て
﹈﹇
千
世
に
か
は
ら
ぬ
﹈

4364 

と
も
ど
も
と
お
も
ひ
き
つ
れ
ど
か
り
が
ね
は
お
な
じ
里
へ
も
か
へ
ら
ざ
り

け
り

 

3－

19
貫
之
114

4365 

物
お
も
ふ
と
月
日
の
行
く
も
し
ら
ざ
り
つ
雁
こ
そ
鳴
き
て
あ
き
と
分
け
つ

れ

 

1－

2
後
撰
358
﹇
秋
と
つ
げ
つ
れ
﹈

4366 

こ
と
づ
け
て
と
ふ
べ
き
も
の
を
は
つ
か
り
の
聞
ゆ
る
声
は
は
る
か
な
り
け

り

 

3－

19
貫
之
387
﹇
こ
と
づ
て
も
﹈

4367 

は
つ
か
り
の
鳴
き
こ
そ
わ
た
れ
世
の
中
の
人
の
心
の
秋
し
う
け
れ
ば

 

1－

1
古
今
804
、
3－

19
貫
之
623

4368 

は
る
が
す
み
と
び
わ
け
い
ぬ
る
こ
ゑ
き
き
て
か
り
き
ぬ
な
り
と
ほ
か
は
い

ふ
ら
ん

 

3－

19
貫
之
503

4369 

年
ご
と
に
く
も
ぢ
ま
ど
は
し
く
る
か
り
は
心
づ
か
ら
や
秋
を
し
る
ら
ん

（
み
つ
ね
五
首
）

 
1－

2
後
撰
365
﹇
雲
ぢ
ま
ど
は
ぬ
﹈﹇
か
り
が
ね
は
﹈、7－

5
躬
恒
283
﹇
雲

ぢ
ま
ど
は
ず
﹈﹇
か
り
が
ね
は
﹈

4370 

天
の
原
か
り
ぞ
と
わ
た
る
と
ほ
や
ま
の
こ
ず
ゑ
は
む
べ
ぞ
い
ろ
づ
き
に
け
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一
九

る

 

1－

2
後
撰
366
﹇
天
河
﹈﹇
さ
ほ
山
の
﹈﹇
こ
ず
ゑ
は
む
べ
も
﹈﹇
色
づ
き
に

け
り
﹈、
7－

5
躬
恒
284
﹇
さ
ほ
山
の
﹈﹇
も
み
ぢ
は
む
べ
も
﹈﹇
色
づ
き
に

け
り
﹈

4371 

ふ
る
さ
と
に
か
す
み
と
び
分
け
行
く
雁
は
た
び
の
空
に
や
は
る
を
過
ぐ
ら

ん

 

5－

10
亭
子
合
19
、
7－

5
躬
恒
156
﹇
来
る
か
り
は
﹈、
1－

3
拾
遺
集
56

﹇
ふ
る
さ
と
の
﹈﹇
は
る
を
く
ら
さ
む
﹈

4372 

う
き
こ
と
を
お
も
ひ
つ
ら
ね
て
か
り
が
ね
の
な
き
こ
そ
わ
た
れ
秋
の
よ
な

よ
な

 

1－

1
古
今
213
、
3－

15
伊
勢
集
140
﹇
ゆ
く
か
り
の
﹈、
7－

5
躬
恒
276

﹇
と
ぶ
か
り
の
﹈﹇
秋
の
よ
な
よ
な
﹈﹇
な
き
こ
そ
わ
た
れ
﹈

4373 

初
か
り
の
は
つ
か
に
声
を
聞
き
し
よ
り
半
空
に
の
み
物
を
お
も
ふ
か
な

 

1－

1
古
今
481
、
7－

5
躬
恒
313
﹇
声
を
は
つ
か
に
﹈、
7－

5
躬
恒
103

﹇
も
の
お
も
ふ
ら
む
﹈、
3－

12
躬
恒
449
﹇
こ
ゑ
を
は
つ
か
に
﹈﹇
も
の
を
こ

そ
お
も
へ
﹈

4374 

は
る
が
す
み
た
つ
を
み
す
て
て
行
く
か
り
は
は
な
な
き
さ
と
に
住
み
や
な

ら
へ
る
（
伊
勢
）

 

1－

1
古
今
31
、
2－

3
新
撰
和
35
、
3－

15
伊
勢
集
303
、
2－

6
和
漢

朗
326

4375 

ひ
た
す
ら
に
我
が
き
か
な
く
に
雲
分
け
て
か
り
ぞ
か
り
ぞ
と
つ
げ
わ
た
る

ら
ん
（
つ
ら
ゆ
き
）

 

1－

2
後
撰
364
﹇
わ
が
お
も
は
な
く
に
﹈﹇
お
の
れ
さ
へ
﹈﹇
か
り
か
り
と

の
み
﹈﹇
な
き
わ
た
る
ら
ん
﹈

4376 

秋
か
ぜ
に
山
と
び
こ
ゆ
る
か
り
が
ね
の
い
や
と
ほ
ざ
か
り
雲
が
く
れ
つ
つ

（
人
ま
ろ
）

 

2－

1
万
葉
2140
﹇
こ
ゑ
と
ほ
ざ
か
る
﹈﹇
く
も
が
く
る
ら
し
﹈、
2－

1
万

葉
2132
﹇
や
ま
と
へ
こ
ゆ
る
﹈﹇
か
り
が
ね
は
﹈﹇
い
や
と
ほ
ざ
か
る
﹈﹇
く
も

が
く
り
つ
つ
﹈、
3－

1
人
丸
108
﹇
い
や
と
ほ
ざ
か
る
﹈、
3－

3
家
持
107

﹇
こ
ゑ
と
ほ
ざ
か
る
﹈﹇
く
も
か
く
る
ら
し
﹈

4377 

ま
つ
人
に
あ
ら
ぬ
も
の
か
ら
初
か
り
の
今
朝
鳴
く
こ
ゑ
の
め
づ
ら
し
き
か

な
（
も
と
か
た
）

 

1－

1
古
今
206

4378 

鳴
く
か
り
の
音
を
の
み
ぞ
鳴
く
を
ぐ
ら
山
霧
た
ち
は
る
る
折
し
な
け
れ
ば

 

3－

39
深
養
父
解
1
﹇
は
つ
か
り
の
﹈﹇
ね
を
の
み
ぞ
き
く
﹈﹇
と
き
し
な

け
れ
ば
﹈

4379 

は
る
ま
け
て
か
り
か
へ
る
と
も
秋
か
ぜ
に
も
み
ぢ
の
山
を
こ
え
ざ
ら
め
や

は

 

2－

1
万
葉
4169
﹇
か
く
か
へ
る
と
も
﹈﹇
も
み
た
む
や
ま
を
﹈﹇
こ
え
こ
ず

あ
ら
め
や
﹈

4380 

み
よ
し
野
の
た
の
む
の
か
り
も
ひ
た
ぶ
る
に
君
が
か
た
に
ぞ
よ
る
と
鳴
く

な
る

 

3－

6
業
平
14
、
5－

415
伊
勢
語
14
、
7－

2
業
平
38
﹇
た
の
む
の
か
り

は
﹈

4381 

我
が
か
た
に
よ
る
と
鳴
く
な
る
み
よ
し
の
の
た
の
む
の
か
り
を
い
つ
か
わ

す
れ
ん

 

3－

6
業
平
15
、
5－

415
伊
勢
語
15
、
7－

2
業
平
39

4382 
月
見
れ
ば
わ
れ
て
ぞ
人
の
こ
ひ
し
き
に
い
と
ど
雲
ゐ
に
鳴
き
わ
た
る
か
り

 

　
　
〈
未
詳
〉
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二
〇

 

　
　

う
ぐ
ひ
す

4383 

う
ち
な
び
き
は
る
さ
り
く
れ
ば
さ
さ
の
は
に
を
は
う
ち
ふ
れ
て
鶯
ぞ
鳴
く

 
2－

1
万
葉
1834
﹇
う
ち
な
び
く
﹈﹇
し
の
の
う
れ
に
﹈﹇
う
ぐ
ひ
す
な
く
も
﹈

4384 
く
だ
ら
の
の
は
ぎ
の
ふ
る
枝
に
は
る
ま
つ
と
す
み
し
鶯
鳴
き
に
け
ん
か
も

（
あ
か
ひ
と
二
首
）

 

2－

1
万
葉
1435
﹇
を
り
し
う
ぐ
ひ
す
﹈

4385 

梅
の
は
な
さ
け
る
を
か
べ
に
い
へ
し
あ
れ
ば
と
も
し
く
も
あ
ら
ず
鶯
の
こ

ゑ

 

2－

1
万
葉
1824
﹇
い
へ
を
れ
ば
﹈

4386 

打
ち
な
び
き
春
さ
り
く
れ
ば
青
柳
の
え
だ
く
ひ
も
ち
て
う
ぐ
ひ
す
な
く
も

 

2－

1
万
葉
1825
﹇
は
る
か
す
み
﹈﹇
な
が
る
る
な
へ
に
﹈、
2－

1
万
葉
1834

﹇
う
ち
な
び
く
﹈﹇
し
の
の
う
れ
に
﹈﹇
を
は
う
ち
ふ
れ
て
﹈

4387 

う
ち
き
え
し
雪
は
ふ
り
つ
つ
し
か
す
が
に
我
が
家
の
そ
の
に
鶯
な
き
つ

 

2－

1
万
葉
1445
﹇
う
ち
き
ら
し
﹈﹇
う
ぐ
ひ
す
な
く
も
﹈、
1－

2
後
撰
33

﹇
か
き
く
ら
し
﹈﹇
鶯
ぞ
な
く
﹈、
1－

3
拾
遺
集
11
﹇
う
ち
き
ら
し
﹈﹇
鶯

ぞ
な
く
﹈

4388 

は
る
の
日
に
か
す
み
た
な
び
き
う
ら
が
な
し
こ
の
夕
か
げ
に
鶯
な
く
も

 

2－

1
万
葉
4314
﹇
は
る
の
の
に
﹈

4389 

鶯
の
た
に
の
そ
こ
に
て
鳴
く
こ
ゑ
は
み
ね
に
こ
た
ふ
る
や
ま
び
こ
も
な
し

（
み
つ
ね
三
首
）

 

7－

5
躬
恒
15
、
3－

12
躬
恒
361
﹇
な
く
こ
ゑ
を
﹈

4390 

吹
く
か
ぜ
を
な
き
て
う
ら
み
よ
鶯
は
わ
れ
や
は
花
に
手
だ
に
ふ
れ
た
る

 

1－

1
古
今
106

4391 

し
る
し
な
き
音
を
も
鳴
く
か
な
鶯
は
こ
と
し
の
み
ち
る
花
な
ら
な
く
に

 

1－

1
古
今
110
﹇
う
ぐ
ひ
す
の
﹈、
3－

12
躬
恒
375
﹇
う
ぐ
ひ
す
の
﹈、
7

－

5
躬
恒
26
﹇
黄
鳥
の
﹈

4392 

ま
つ
人
は
こ
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
に
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
き
つ
る
え
だ
を
を
り
て
け
る

か
な
（
そ
せ
い
二
首
）

 

1－

1
古
今
100
﹇
ま
つ
人
も
﹈﹇
な
き
つ
る
花
を
﹈

4393 

は
る
た
て
ば
花
と
や
見
え
ん
し
ら
雪
の
か
か
れ
る
枝
に
鶯
の
な
く

 

1－

1
古
今
6
﹇
花
と
や
見
ら
む
﹈﹇
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く
﹈、
3－

9
素
性

1
﹇
は
な
と
や
み
ら
む
﹈﹇
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く
﹈、
2－

2
新
撰
万
41
﹇
は

る
く
れ
ば
﹈﹇
は
な
と
や
み
ら
む
﹈

4394 

花
の
か
を
風
の
た
よ
り
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
う
ぐ
ひ
す
さ
そ
ふ
し
る
べ
に
は
す

る
（
と
も
の
り
）

 

1－

1
古
今
13
﹇
し
る
べ
に
は
や
る
﹈、
2－

3
新
撰
和
15
﹇
し
る
べ
に
は

や
る
﹈、
3－

11
友
則
2
﹇
し
る
べ
に
は
や
る
﹈、
5－

4
寛
平
后
1
﹇
し

る
べ
に
は
や
る
﹈、
2－

2
新
撰
万
11
﹇
ま
じ
へ
て
ぞ
﹈﹇
し
る
べ
に
は
や

る
﹈

4395 

た
の
ま
れ
ぬ
花
の
心
と
お
も
へ
ば
や
ち
ら
ぬ
さ
き
よ
り
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
く

（
お
き
か
ぜ
）

 

3－

10
興
風
68
、
5－

10
亭
子
合
10
、
6－

5
麗
花
集
12
﹇
う
ぐ
ひ
す
の

□
く
﹈

4396 

う
ぐ
ひ
す
の
谷
よ
り
い
づ
る
こ
ゑ
な
く
は
は
る
く
る
こ
と
を
た
れ
か
つ
げ

ま
し
（
千
さ
と
）

 

5－

4
寛
平
后
22
、
1－

1
古
今
14
﹇
た
れ
か
し
ら
ま
し
﹈、
2－

2
新
撰

万
261
﹇
は
る
は
く
る
と
も
﹈

4397 
梅
の
は
な
ち
る
て
ふ
な
へ
に
は
る
さ
め
の
ふ
り
で
つ
つ
な
く
鶯
の
こ
ゑ

（
は
つ
せ
を
）

 

1－
2
後
撰
40
、
3－

15
伊
勢
集
336
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二
一

4398 

た
け
ち
か
く
よ
ど
こ
ね
は
せ
じ
鶯
の
鳴
く
こ
ゑ
聞
け
ば
あ
さ
い
せ
ら
れ
ず

（
こ
れ
ひ
ら
）

 
1－

2
後
撰
48

4399 
う
ぐ
ひ
す
の
お
の
が
は
風
に
ち
る
花
を
た
れ
に
お
ほ
せ
て
こ
こ
ら
鳴
く
ら

ん

 

1－

1
古
今
109
﹇
こ
づ
た
へ
ば
﹈、
3－

9
素
性
15
﹇
こ
づ
た
へ
ば
﹈﹇
た

れ
に
よ
そ
へ
て
﹈

4400 

は
る
な
が
ら
こ
こ
ろ
も
ゆ
か
ぬ
う
ぐ
ひ
す
は
は
な
を
み
な
が
ら
ね
を
の
み

ぞ
鳴
く

 

　
　
〈
未
詳
〉

4401 

梅
が
枝
に
き
ゐ
る
鶯
は
る
か
け
て
鳴
け
ど
も
い
ま
だ
雪
は
ふ
り
つ
つ

 

1－

1
古
今
5
、
2－

3
新
撰
和
19
、
5－

264
和
十
種
41
、
5－

265
和
十

体
17

4402 

む
め
の
は
な
み
に
こ
そ
き
つ
れ
鶯
の
人
く
人
く
と
い
と
ひ
し
も
お
る

 

1－

1
古
今
1011

4403 

う
ぐ
ひ
す
の
鳴
き
つ
る
声
に
さ
そ
は
れ
て
は
な
の
本
に
ぞ
我
は
き
に
け
る

 

1－

2
後
撰
35
、
3－

2
赤
人
4
、
3－

40
千
里
2

4404 

わ
が
や
ど
に
き
ゐ
る
う
ぐ
ひ
す
は
ね
よ
わ
み
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
物
に
ぞ
有

り
け
る

 

　
　
〈
未
詳
〉

4405 

雪
の
う
ち
に
は
る
は
き
に
け
り
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ほ
れ
る
涙
い
ま
や
と
く
ら

ん
（
二
条
の
き
さ
き
）

 

1－

1
古
今
4
、
2－

3
新
撰
和
17
、
5－

264
和
十
種
36
、
5－

265
和
十

体
15

4406 

は
る
さ
れ
ば
ま
づ
鳴
く
鳥
の
鶯
の
こ
と
さ
き
だ
て
て
君
を
し
ま
た
ん

 

2－

1
万
葉
1939
﹇
こ
と
さ
き
だ
ち
し
﹈、
3－

2
赤
人
215
﹇
は
る
く
れ
ば
﹈

﹇
ま
づ
な
く
を
り
の
﹈﹇
こ
と
さ
き
だ
ち
し
﹈﹇
は
な
を
し
ま
た
ん
﹈

4407 

は
る
な
れ
ば
つ
ま
を
も
と
む
る
う
ぐ
ひ
す
の
梢
を
つ
た
ひ
鳴
き
わ
た
る
か

な

 

2－

1
万
葉
1830
﹇
は
る
さ
れ
ば
﹈﹇
つ
ま
を
も
と
む
と
﹈﹇
こ
ぬ
れ
を
つ
た

ひ
﹈﹇
な
き
つ
つ
も
と
な
﹈、
3－

2
赤
人
130
﹇
つ
ま
や
も
と
む
る
﹈﹇
な
き

つ
つ
は
ふ
る
﹈

4408 

冬
が
く
れ
春
さ
り
く
れ
ば
あ
し
ひ
き
の
山
に
も
野
に
も
う
ぐ
ひ
す
な
く
も

 

2－

1
万
葉
1828
﹇
ふ
ゆ
こ
も
り
﹈、
3－

2
赤
人
129
﹇
ふ
ゆ
ご
も
り
﹈﹇
は

る
は
た
ち
き
に
﹈﹇
う
ぐ
ひ
す
な
き
つ
﹈

4409 

み
そ
の
ふ
の
竹
の
は
や
し
に
う
ぐ
ひ
す
は
し
ば
な
か
ま
し
を
雪
は
ふ
り
つ

つ

 

2－

1
万
葉
4310
﹇
し
ば
な
き
に
し
を
﹈

4410 

う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
の
ほ
の
か
に
き
こ
ゆ
る
は
い
づ
ら
の
や
ま
に
な
く
山
び

こ
ぞ

 

5－

417
平
中
28
﹇
こ
ゑ
の
は
つ
か
に
﹈﹇
い
づ
れ
の
山
に
﹈

4411 

村
村
の
こ
づ
た
ふ
は
る
に
な
り
ぬ
ら
し
山
の
ま
に
ま
に
う
ぐ
ひ
す
な
く
も

 

　
　
〈
未
詳
〉

 

　
　

ほ
と
と
ぎ
す

4412 

わ
ぎ
も
こ
を
う
ら
ま
ち
か
ね
つ
ほ
と
と
ぎ
す
い
た
く
な
き
か
ね
こ
ひ
も
や

む
や
と

 
　
　
〈
未
詳
〉

4413 
我
が
ご
と
く
き
み
に
こ
ふ
る
は
ほ
と
と
ぎ
す
こ
の
よ
す
が
ら
に
い
ね
が
て

に
す
る
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〈
未
詳
〉

4414 

ほ
と
と
ぎ
す
こ
ゑ
き
く
を
の
の
秋
風
に
あ
さ
ぢ
さ
け
れ
や
お
と
の
と
も
し

き
（
お
ば
た
の
ひ
ろ
せ
）

 
2－
1
万
葉
1472
﹇
は
ぎ
さ
き
ぬ
れ
や
﹈﹇
こ
ゑ
の
と
も
し
き
﹈

4415 

も
の
の
ふ
の
い
は
せ
の
も
り
の
時
鳥
今
も
な
か
ぬ
か
山
の
こ
か
げ
に

 

2－

1
万
葉
1474
﹇
や
ま
の
と
か
げ
に
﹈

4416 

時
鳥
き
な
き
と
よ
ま
す
う
の
は
な
と
と
も
に
や
こ
し
と
と
は
ま
し
も
の
を

 

2－

1
万
葉
1476
﹇
き
な
き
と
よ
も
す
﹈﹇
う
の
は
な
の
﹈

4417 

橘
の
は
な
ち
る
さ
と
の
ほ
と
と
ぎ
す
か
た
ら
ひ
し
つ
つ
鳴
く
日
し
ぞ
お
ほ

き
（
大
伴
大
納
言
）

 

2－

1
万
葉
1477
﹇
か
た
こ
ひ
し
つ
つ
﹈

4418 

我
が
や
ど
に
月
お
し
て
れ
り
ほ
と
と
ぎ
す
心
あ
り
こ
よ
ひ
き
な
き
と
よ
ま

せ

 

2－

1
万
葉
1484
﹇
こ
こ
ろ
あ
れ
こ
よ
ひ
﹈﹇
き
な
き
と
よ
も
せ
﹈

4419 

こ
と
し
げ
き
き
み
は
き
ま
さ
ず
時
鳥
な
れ
だ
に
き
な
け
あ
さ
と
あ
く
べ
く

（
お
ほ
と
も
の
よ
な
は
）

 

2－

1
万
葉
1503
﹇
こ
と
し
げ
み
﹈﹇
あ
さ
と
ひ
ら
か
む
﹈

4420 

か
き
き
ら
し
雨
ふ
る
よ
る
を
ほ
と
と
ぎ
す
な
き
て
い
ぬ
な
り
あ
は
れ
そ
の

と
り

 

2－

1
万
葉
1760
﹇
か
き
き
ら
し
﹈﹇
あ
め
の
ふ
る
よ
を
﹈﹇
な
き
て
ゆ
く
な

り
﹈

4421 

家
に
い
き
て
何
を
か
た
ら
ん
あ
し
ひ
き
の
や
ま
ほ
と
と
ぎ
す
ひ
と
こ
ゑ
も

が
な
（
く
め
の
く
ろ
な
は
）

 

2－

1
万
葉
4227
﹇
ひ
と
こ
ゑ
も
な
け
﹈、
1－

3
拾
遺
集
97
﹇
家
に
き
て
﹈、

1－

3'
拾
遺
抄
62
﹇
い
へ
に
き
て
﹈、
5－

268
深
窓
秘
28
﹇
ひ
と
こ
ゑ
も
な

け
﹈

4422 

ほ
と
と
ぎ
す
は
な
た
ち
花
の
え
だ
に
ゐ
て
鳴
く
は
む
か
し
の
人
や
こ
ひ
し

き

 

2－

3
新
撰
和
363
﹇
花
橘
に
﹈﹇
香
を
と
め
て
﹈、
2－

6
和
漢
朗
174
﹇
か

を
と
め
て
﹈

4423 

も
の
の
ふ
の
い
は
せ
の
も
り
の
ほ
と
と
ぎ
す
い
た
く
な
な
き
そ
我
が
こ
ひ

ま
さ
る

 

2－

1
万
葉
1474
﹇
い
ま
も
な
か
ぬ
か
﹈﹇
や
ま
の
と
か
げ
に
﹈、
2－

1
万

葉
1423
﹇
か
む
な
び
の
﹈﹇
よ
ぶ
こ
ど
り
﹈

4424 

ほ
と
と
ぎ
す
い
た
く
な
な
き
そ
な
が
こ
ゑ
を
さ
月
の
た
ま
に
あ
ひ
ぬ
る
ま

で
に

 

2－

1
万
葉
1469
﹇
あ
へ
ぬ
く
ま
で
に
﹈

4425 

夏
の
よ
の
ふ
す
か
と
す
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
ひ
と
こ
ゑ
に
あ
く
る
し
の

の
め

 

1－

1
古
今
156
、
2－

2
新
撰
万
51
、
2－

6
和
漢
朗
155
、
5－

5
寛
平

中
9
、
5－

266
三
十
人
15
、
5－

267
三
十
六
14
、
6－

3
継
色
紙
3
、
2

－

3
新
撰
和
137
﹇
な
つ
の
夜
は
﹈、
5－

4
寛
平
后
46
﹇
夏
の
夜
は
﹈

4426 

此
里
に
い
か
な
る
人
か
家
ゐ
し
て
や
ま
ほ
と
と
ぎ
す
常
に
聞
く
ら
ん

 

3－

19
貫
之
441
﹇
絶
え
ず
聞
く
ら
ん
﹈、
1－

3
拾
遺
集
107
﹇
た
え
ず
き
く

ら
む
﹈、
1－

3'
拾
遺
抄
68
﹇
た
え
ず
き
く
ら
む
﹈

4427 

さ
み
だ
れ
の
空
も
と
ど
ろ
に
郭
公
何
を
う
し
と
か
よ
は
に
な
く
ら
ん

 

1－

1
古
今
160
﹇
よ
た
だ
な
く
ら
む
﹈

4428 
蘆
引
の
や
ま
の
こ
ず
ゑ
し
た
か
け
れ
ば
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
声
は
る
か
な
り

 
5－
5
寛
平
中
11
﹇
夏
山
の
﹈﹇
み
ね
の
こ
ず
ゑ
の
﹈﹇
こ
ゑ
か
は
る
か
な
﹈

4429 

む
か
し
よ
り
鳴
き
ふ
る
し
つ
つ
ほ
と
と
ぎ
す
い
く
そ
の
夏
を
こ
ゑ
に
た
つ
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〈
未
詳
〉

4430 
月
を
だ
に
あ
か
ず
お
も
ひ
て
ね
ぬ
も
の
を
ほ
と
と
ぎ
す
さ
へ
鳴
き
わ
た
る

か
な

 

3－
19
貫
之
35
﹇
あ
か
ず
と
お
も
ひ
て
﹈

4431 

は
な
も
ち
り
ほ
と
と
ぎ
す
さ
へ
い
ぬ
る
ま
で
き
み
に
も
ゆ
か
ず
成
り
に
け

る
か
な
（
以
上
七
首
つ
ら
ゆ
き
）

 

1－

2
後
撰
211
、
7－
7
貫
之
30
、
3－

19
貫
之
899
﹇
君
に
ゆ
か
ず
も
﹈

4432 

こ
が
く
れ
て
さ
つ
き
待
つ
と
も
ほ
と
と
ぎ
す
は
ね
な
ら
は
し
に
枝
う
つ
り

せ
よ
（
伊
勢
三
首
）

 

1－

2
後
撰
159
、
3－

15
伊
勢
集
455
﹇
五
月
待
つ
ま
は
﹈

4433 

時
鳥
は
つ
か
な
る
音
を
聞
き
そ
め
て
あ
ら
ぬ
も
そ
れ
と
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

 

1－

2
後
撰
189
﹇
お
ぼ
め
か
れ
つ
つ
﹈、
3－
15
伊
勢
集
454
﹇
あ
ら
ぬ
に
そ

れ
と
﹈﹇
お
ど
ろ
か
れ
つ
つ
﹈

4434 

さ
つ
き
こ
ば
な
き
も
ふ
り
な
ん
ほ
と
と
ぎ
す
ま
だ
し
き
ほ
ど
の
こ
ゑ
を
き

か
ば
や

 

1－

1
古
今
138
、
3－

15
伊
勢
集
374
、
2－

3
新
撰
和
125
﹇
五
月
に
は
﹈

4435 

ふ
た
こ
ゑ
と
き
く
と
は
な
し
に
ほ
と
と
ぎ
す
よ
ぶ
か
く
め
を
も
さ
ま
し
つ

る
か
な
（
み
つ
ね 

い
せ
と
こ
そ
）

 

1－

2
後
撰
172
、
1－

3
拾
遺
集
105
、
3－

15
伊
勢
集
119
、
5－

266
三
十

人
36
、
5－

267
三
十
六
36

4436 

ほ
と
と
ぎ
す
我
と
は
な
し
に
う
の
は
な
の
う
き
よ
の
中
に
鳴
き
わ
た
る
ら

ん
（
み
つ
ね
）

 

1－

1
古
今
164
、
6－

4
如
意
宝
5
、
7－

5
躬
恒
272
﹇
う
き
が
ま
に
ま

に
﹈﹇
音
を
も
な
く
か
な
﹈

4437 

く
る
る
か
と
み
れ
ば
明
け
ぬ
る
夏
の
よ
を
あ
か
ず
と
や
な
く
や
ま
ほ
と
と

ぎ
す
（
た
だ
み
ね
）

 

1－

1
古
今
157
、
2－

2
新
撰
万
57
、
3－

13
忠
岑
22
、
5－

4
寛
平
后

73
、
6－

3
継
色
紙
4
、
7－

6
忠
岑
12

4438 

い
そ
の
か
み
ふ
る
き
み
や
こ
の
時
鳥
こ
ゑ
ば
か
り
こ
そ
む
か
し
な
り
け
れ

（
い
せ
）

 

1－

1
古
今
144
、
2－

3
新
撰
和
131
、
3－

9
素
性
19

4439 

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
こ
ゑ
聞
け
ば
あ
ぢ
き
な
く
ぬ
し
さ
だ
ま
ら
ぬ
こ
ひ
せ
ら

る
は
た
（
お
な
じ
）

 

3－

9
素
性
18
、
1－

1
古
今
143
﹇
は
つ
こ
ゑ
き
け
ば
﹈

4440 

よ
や
く
ら
き
み
ち
や
ま
ど
へ
る
ほ
と
と
ぎ
す
我
が
や
ど
に
し
も
過
ぎ
が
て

に
鳴
く
（
と
も
の
り
）

 

1－

1
古
今
154
﹇
わ
が
や
ど
を
し
も
﹈、
2－

2
新
撰
万
75
﹇
み
ち
や
ま
よ

へ
る
﹈﹇
わ
が
や
ど
を
し
も
﹈、
5－

4
寛
平
后
65
﹇
我
が
宿
を
し
も
﹈﹇
す

ぎ
が
て
に
す
る
﹈、
3－

11
友
則
11
﹇
を
り
は
へ
て
な
く
﹈

4441 

さ
み
だ
れ
に
物
お
も
ひ
を
れ
ば
時
鳥
よ
ぶ
か
く
鳴
き
て
い
づ
ち
行
く
ら
ん

（
お
な
じ
）

 

1－

1
古
今
153
、
2－

2
新
撰
万
47
、
3－

11
友
則
10
、
5－

4
寛
平
后

54

4442 

お
と
は
山
今
朝
こ
え
く
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
こ
ゑ
を
は
る
か
に
今
ぞ
鳴
く
な

る
（
お
な
じ
）

 

1－

1
古
今
142
﹇
こ
ず
ゑ
は
る
か
に
﹈、
3－

11
友
則
8
﹇
こ
ず
ゑ
は
る
か

に
﹈

4443 
行
き
や
ら
で
山
路
く
ら
し
つ
ほ
と
と
ぎ
す
今
ひ
と
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ

に
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3－

20
公
忠
8
、
1－

3
拾
遺
集
106
、
1－

3'
拾
遺
抄
69
、
2－

5
金
玉

23
、
2－

6
和
漢
朗
184
、
5－

52
前
十
五
9
、
5－

264
和
十
種
27
、
5－

265
和
十
体
12
、
5－

266
三
十
人
62
、
5－

267
三
十
六
77
、
5－

268
深
窓
秘

29

4444 

ふ
す
か
ら
に
ま
つ
ぞ
わ
び
し
き
時
鳥
な
く
ひ
と
こ
ゑ
に
あ
く
る
よ
な
れ
ば

（
ふ
か
や
ぶ
）

 

1－

2
後
撰
181
﹇
な
き
も
は
て
ぬ
に
﹈

4445 

我
が
ご
と
く
物
や
か
な
し
き
ほ
と
と
ぎ
す
と
き
ぞ
と
も
な
く
夜
夜
に
鳴
く

ら
ん
（
と
し
ゆ
き
）

 

1－

1
古
今
578
﹇
よ
た
だ
な
く
ら
む
﹈、
3－

8
敏
行
8
﹇
よ
た
だ
な
く
ら

ん
﹈

4446 

や
よ
や
ま
て
山
ほ
と
と
ぎ
す
こ
と
づ
て
ん
我
世
の
中
に
す
み
わ
び
ぬ
べ
し

（
み
く
に
の
ま
ち
）

 

1－

1
古
今
152
﹇
す
み
わ
び
ぬ
と
よ
﹈、3－
5
小
町
7
﹇
住
侘
び
ぬ
と
よ
﹈

4447 

夏
や
ま
に
こ
ひ
し
き
人
や
入
り
ぬ
ら
ん
こ
ゑ
ふ
り
た
て
て
鳴
く
ほ
と
と
ぎ

す
（
き
の
あ
き
み
ね
）

 

1－

1
古
今
158
﹇
い
り
に
け
む
﹈、5－

4
寛
平
后
56
﹇
入
り
に
け
む
﹈、2

－

2
新
撰
万
71
﹇
い
り
に
け
む
﹈

4448 

つ
く
ば
ね
を
我
が
ゆ
け
り
と
は
時
鳥
や
ま
び
こ
と
よ
み
な
き
な
ま
し
と
も

 

2－

1
万
葉
1501
﹇
つ
く
は
ね
に
﹈﹇
わ
が
ゆ
け
り
せ
ば
﹈﹇
や
ま
び
こ
と
よ

め
﹈﹇
な
か
ま
し
や
そ
れ
﹈

4449 

ほ
と
と
ぎ
す
よ
ぶ
か
き
こ
ゑ
は
月
ま
つ
と
お
き
て
い
も
ね
ぬ
人
ぞ
き
き
け

る
（
み
つ
ね
）

 

3－

12
躬
恒
149
、
5－

266
三
十
人
26
﹇
い
も
ね
で
あ
か
す
﹈、
5－

267
三
十
六
26
﹇
い
も
ね
で
あ
か
す
﹈

4450 

た
が
さ
と
に
よ
が
れ
を
し
て
か
ほ
と
と
ぎ
す
た
だ
こ
こ
に
の
み
ね
た
る
こ

ゑ
す
る

 

1－

1
古
今
710
﹇
た
だ
こ
こ
に
し
も
﹈、
2－

2
新
撰
万
81
﹇
た
だ
こ
こ
に

し
も
﹈

4451 

あ
ひ
が
た
き
き
み
に
あ
へ
る
よ
時
鳥
こ
と
と
き
よ
り
も
今
こ
そ
な
か
め

 

2－

1
万
葉
1951
﹇
こ
と
と
き
よ
り
は
﹈、
3－

2
赤
人
227
﹇
き
み
に
あ
へ
る

と
き
﹈﹇
こ
と
と
き
よ
り
は
﹈

4452 

五
月
ま
つ
山
ほ
と
と
ぎ
す
う
ち
は
ぶ
き
今
も
な
か
な
ん
こ
ぞ
の
ふ
る
ご
ゑ

 

1－

1
古
今
137
、
3－

4
猿
丸
36
、
2－

3
新
撰
和
123
﹇
時
鳥
﹈﹇
花
た
ち

ば
な
に
﹈

4453 

う
ち
と
け
て
い
も
ね
ら
れ
ね
ば
ほ
と
と
ぎ
す
よ
ぶ
か
き
こ
ゑ
は
我
の
み
ぞ

聞
く

 

　
　
〈
未
詳
〉


